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韓　昌祐 Chang-woo  Han

未来を担う子どもたちが、
夢を持てる環境を作ってやりたい

《略歴》
昭和 6 年生まれ（韓国慶尚南道三千浦（現・泗川市））
　　22 年　16 歳で渡日
　　28 年　法政大学経済学部卒業
　　32 年　峰山町で名曲喫茶「るーちぇ」を開店
　　39 年　名曲喫茶「るーちぇ」をレストラン「ルーチェ」に改装
　　47 年　西原産業株式会社設立（本社：峰山町）
　　63 年　本社を京都市へ移転
平成11 年　株式会社マルハンに社名変更
　　14 年　東京本社開設 ( 京都本社・東京本社  2 本社制 )

《受章歴》
昭和47 年　内閣総理大臣より紺綬褒章を受章
平成7 年　  峰山町より初代名誉町民を顕彰
　　　　　  韓国政府より国民勲章「無窮花章」を叙勲
       11 年　日本国政府より勲三等「瑞宝章」を叙勲
       20 年　天皇、皇后両陛下による春の園遊会に招かれる
　　　　　　  カンボジア王国勲章　第 1 等綬大十字章を受章

《株式会社マルハン（グループ会社含）・平成 26 年 9 月現在》
・パチンコ店 304 店舗、ゴルフ場 17 コース、飲食店 268 店舗、
 ボウリング場、アミューズメント施設、その他
・売上 2 兆 1,100 億円（平成 26 年 3 月期）
・従業員 19,000 人（平成 26 年 3 月期）
・グループ会社：株式会社太平洋クラブ
　　　　　　　 マルハンジャパン銀行（カンボジア等）など

韓
さ
ん
は
、
京
丹
後
市
峰
山

町
の
出
身
で
、
昭
和
32
年

に
同
町
で
名
曲
喫
茶
「
る
ー
ち
ぇ
」

を
オ
ー
プ
ン
。
そ
の
後
、
パ
チ
ン

コ
店
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
、
ゴ
ル
フ

練
習
場
を
経
営
さ
れ
、
昭
和
47
年
、

今
日
の
株
式
会
社
マ
ル
ハ
ン
の
前

身
と
な
る
西
原
産
業
株
式
会
社

を
設
立
。
以
後
も
経
営
者
と
し
て

の
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、
同
社
を
日

本
を
代
表
す
る
娯
楽
産
業
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
へ
と
育

て
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
57
年
、
韓
さ
ん
か
ら
峰
山

町
に
峰
山
球
場
建
設
資
金
と
し
て

１
億
円
も
の
多
額
の
寄
付
金
を
賜

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
韓
さ
ん
が

事
故
で
亡
く
さ
れ
た
ご
子
息
・
哲

さ
ん
（
当
時
16
歳
）
が
小
学
３
年

の
時
に
書
い
た
作
文
「
ぼ
く
の
ゆ

め
」
に
綴
ら
れ
た
〝
町
営
グ
ラ
ン

ド
を
つ
く
り
た
い
〟
と
い
う
思
い

を
実
現
し
て
や
り
た
い
と
考
え
ら

れ
た
も
の
で
、
こ
の
寄
付
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
平
成
８
年
に
峰
山

球
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
「
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

夢
を
持
て
る
環
境
を
作
っ
て
や
り

た
い
」
と
韓
さ
ん
が
話
す
と
お
り
、

峰
山
球
場
で
は
、
毎
年
春
に
マ
ル

ハ
ン
カ
ッ
プ
少
年
野
球
大
会
が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
野
球
少
年
が
優

勝
を
目
指
し
て
熱
戦
を
展
開
。
ま

た
、
地
元
峰
山
高
校
硬
式
野
球
部

の
練
習
場
と
し
て
も
使
用
さ
れ
、

平
成
11
年
の
選
抜
甲
子
園
出
場

の
大
き
な
原
動
力
と
な
り
、
併
せ

て
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
選
抜
甲
子
園
に
つ

な
が
る
公
式
戦
会
場
に
も
な
り
、

球
児
が
汗
と
涙
を
流
し
、
幾
多
の

ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
マ
ル
ハ
ン
か
ら
の
協

賛
金
を
賜
り
開
催
し
た
プ
ロ
野
球

ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ー
グ
公
式
戦
で
は
、

プ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
プ

レ
ー
を
間
近
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
り
、
本
物
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
本
格
的
な
野
球
環
境

が
整
っ
た
峰
山
球
場
は
、
甲
子
園

出
場
や
プ
ロ
野
球
、
社
会
人
野
球

の
選
手
を
夢
見
る
子
ど
も
た
ち
を

支
え
る
大
切
な
存
在
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
同
社
は
こ
の
ほ
か
、
旧
峰
山
町
、

京
丹
後
市
に
多
大
な
納
税
貢
献
と

と
も
に
、
丹
後
を
舞
台
に
繰
り
広

げ
ら
れ
る
関
西
学
生
対
校
駅
伝
の

開
催
に
、
本
市
や
近
隣
市
町
村
等

と
共
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
お
い
て
も
多
大
な
ご
貢
献
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
韓
さ
ん
は
、
日
韓
の

歴
史
や
文
化
の
研
究
・
活
動
を
助

成
し
両
国
の
絆
を
深
め
る
た
め
、

公
益
財
団
法
人
韓
昌
祐
・
哲
文
化

財
団
を
設
立
さ
れ
、
株
式
会
社
マ

ル
ハ
ン
と
と
も
に
本
市
の
福
祉
分

野
に
お
い
て
も
多
大
な
ご
貢
献
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
11
月
１
日
開
催
の
市
制
10
周
年

記
念
式
典
で
は
、「
企
業
の
道
徳

と
倫
理
」
を
テ
ー
マ
に
、
本
市
で

の
起
業
か
ら
始
ま
る
会
社
経
営
、

企
業
人
と
し
て
の
考
え
な
ど
に
つ

い
て
講
演
会
を
開
催
予
定
で
す
。

　マルハン発祥の地　名曲喫茶  『るーちぇ』  
と息子の夢を叶えてもらった『峰山球場』です。

　京丹後市で思い出の地は
　ありますか？Q

　全国にアピールできる世界レベルの新しい文
化・芸術を創造してほしいです。

　京丹後市への想いや
　期待することは？Q

　京丹後市は都会より離れていますが、植物が
水を求めて小川に向かって根を伸ばす如く、現
状に満足することなく、都会人に負けないよう
にハングリー精神を発揮してほしいです。

　京丹後市の未来のために
　アドバイスをお願いしますQ

　京丹後市は緑が多く、海も美しく、空気もき
れい。この恵まれた環境に感謝して新しいもの
を求めてチャレンジしてほしいです。

　市民の皆さんへひと言
　メッセージをお願いしますQ

　

新
市
誕
生
10
年
。
市
で
は
、「
市
民
が
主
役
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

市
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
節
目
の
年
を
迎
え
、

本
市
の
ま
す
ま
す
豊
か
な
発
展
を
展
望
す
る
に
当
た
り
、
京
丹
後
市
の

土
台
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
名
誉
市
民
並
び
に
市
民
栄
誉
賞
受
賞
者
の
ご

功
績
と
と
も
に
、
横
顔
を
紹
介
し
ま
す
。

京
丹
後
の
礎
を
築
い
た
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韓　 昌祐

野村  克也

谷口  謙

錦織  米市

森岡  行直

木村  次郎右衞門

名誉市民

市民栄誉賞

韓さんのご子息・哲さん
のゆめが刻まれた石碑
（峰山総合公園内）

今月の「きょうたんごで“いいね”」

須川の手掘りトンネル
（弥栄町野間）
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《略歴》
昭和 10 年生まれ（網野町）
　　 29 年　峰山高校から南海ホークスへ入団
       53 年　ロッテオリオンズへ移籍
       54 年　西武ライオンズへ移籍
       55 年　現役引退
平成 2 年～ 10 年　ヤクルトスワローズ監督
     11 年～ 13 年　阪神タイガース監督
    18 年～ 21 年　東北楽天ゴールデンイーグルス監督

《成績》
※現役時代の通算成績
　3017 試合（歴代 1 位）
　2901 安打（歴代 2 位）
　657 本塁打（歴代 2 位）
　11,970 打席、10,472 打数（いずれも歴代１位）
※主なタイトル・表彰
　三冠王 1 回、首位打者 1 回、ホームラン王 9 回
※監督在任中の成績
　リーグ優勝 5 回、日本シリーズ優勝 3 回

野村 克也
今の自分があるのも、
丹後で培ったエネルギーのおかげ

Katsuya　Nomura 谷口　謙
自分を支えてくれた
人の恩に感謝

Ken Taniguchi

谷
口
さ
ん
は
、
京
丹
後
市
大

宮
町
の
出
身
で
、
京
都
大

学
医
学
部
を
卒
業
後
、
昭
和
25
年
、

丹
後
中
央
病
院
へ
の
勤
務
を
経
て
、

内
科・小
児
科
医
院
を
開
業
。以
後
、

平
成
21
年
に
至
る
ま
で
、
60
年
と

い
う
長
き
に
わ
た
り
地
域
医
療
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
36
年
か
ら
旧
口
大

野
小
学
校
（
現
大
宮
第
一
小
学
校
）

の
学
校
医
と
し
て
、
児
童
生
徒
の

健
康
づ
く
り
や
国
保
運
営
協
議
会

委
員
と
し
て
町
民
の
健
康
福
祉
増

進
に
尽
力
さ
れ
た
ほ
か
、
地
元
企

業
の
産
業
医
、
京
都
府
峰
山
警
察

署
（
現
京
丹
後
警
察
署
）
の
警
察

医
を
務
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
谷
口
さ
ん
の
ご
功
績
は
数
多
く
、

平
成
16
年
３
月
に
は
、
京
丹
後
市

《略歴》
大正 14 年生まれ（大宮町）
昭和 23 年　京都大学医学部卒業
　　 25 年 　内科・小児科医院開業
　　 36 年 　旧口大野小学校（現大宮第一小学校）　
　　　　　　学校医
平成 ５年 　日医産業医認定、大宮日進・にしがき
　　　　　　産業医
         8 年  京都府峰山警察署警察医

《受章歴など》
昭和 53 年　内閣総理大臣より紺綬褒章
　　 61 年　大宮町功績者表彰
平成 元年  学校医表彰
         8 年　文部大臣表彰
        9 年　京都府市町村自治功労者表彰
       14 年　公衆衛生事業功労者厚生労働大臣表彰
      16 年　大宮町名誉町民（現京丹後市名誉市民）

　京丹後市で思い出の地は
　ありますか？Q

　私の詩「佳日」が刻まれた石碑がある平地地
蔵公園です。

　プロ野球選手を夢見て汗水流した峰山高校グ
ラウンドです。

　京丹後市で思い出の地は
　ありますか？Q

　京丹後市への想いや
　期待することは？Q

　詩人や歌人など文化の分野で活躍する人を顕
彰してほしい。そして、文化の薫りがするまち、
潤いのあるまちになってほしいです。

　母の命日が 12 月なので、毎年墓参りに帰郷
します。プロ野球時代と同じく、今でも心の支
えである故郷をしっかり守ってください。

　京丹後市への想いや
　期待することは？Q

　京丹後市の未来のために
　アドバイスをお願いしますQ

　いろんなことに関心、興味を持って勉強して、
人生を楽しんでください。

　『努力に即効性なし』。石の上にも３年という
言葉があるように、コツコツと積み重ねていけ
ば、夢はいつか花開きます。

　京丹後市の未来のために
　アドバイスをお願いしますQ

　市民の皆さんへひと言
　メッセージをお願いしますQ

　丹後人は人情が厚く、愛情が深い。飾り気が
なく、口数が少ないところはありますが、美し
い郷土を愛して頑張ってください。

　丹後人は、奥ゆかしい。もっと前に出て、目
立ってください。若者は夢を！！ 

　市民の皆さんへひと言
　メッセージをお願いしますQ

の
誕
生
に
よ
り
幕
を
閉
じ
た
旧
大

宮
町
初
の
名
誉
町
民
の
称
号
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
医
師
を
目
指
す
大
学
時
代
に
父・

海
山
さ
ん
が
他
界
し
、
終
戦
後
と

い
う
時
代
背
景
の
中
、
学
費
や
生

活
費
に
お
い
て
苦
労
し
た
谷
口
さ

ん
。
現
在
で
も
、
在
学
中
に
支
え

て
く
れ
た
人
の
恩
が
忘
れ
ら
れ
ず
、

自
分
と
同
じ
よ
う
に
学
費
等
に

困
っ
て
い
る
学
生
の
た
め
に
な
れ

ば
と
、
本
市
へ
多
年
に
わ
た
り
多

額
の
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
作
の
詩
集
や
著
書
な

ど
を
含
め
多
数
の
図
書
を
寄
贈
い

た
だ
い
て
お
り
、
市
内
各
図
書
館
・

室
に
所
蔵
。
出
身
の
大
宮
図
書
室

に
は
、
谷
口
謙
文
庫
と
し
て
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

谷
口
さ
ん
は
、
古
典
文
学
へ
の

造
詣
も
深
く
、
ま
た
、
郷
土
史
に

興
味
を
持
た
れ
、
丹
後
時
代
の
与

謝
蕪
村
に
惹
か
れ
て
多
く
の
研
究

著
書
を
残
す
な
ど
、
文
化
面
に
お

い
て
も
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

現
在
は
、
長
女
が
暮
ら
す
岐
阜

県
に
引
っ
越
さ
れ
、
好
き
な
文
学

作
品
を
読
ん
だ
り
、
詩
を
書
い
た

り
し
て
余
生
を
楽
し
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

平地地蔵尊（大宮町上常吉）周辺の公園化を
記念し、平成 2年に谷口さんの詩「佳日（前
半部）」が刻まれた石碑が建立された

野
村
さ
ん
は
、
京
丹
後
市
網

野
町
の
出
身
で
、
峰
山
高

校
を
卒
業
し
て
南
海
ホ
ー
ク
ス
へ

入
団
。
以
来
、
現
役
時
代
に
は
球

界
屈
指
の
強
打
者
と
し
て
活
躍
さ

れ
、
幾
多
の
す
ば
ら
し
い
成
績
を

残
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
役
を

引
退
さ
れ
て
か
ら
も
監
督
・
指
導

者
と
し
て
傑
出
し
た
活
躍
を
さ
れ
、

平
成
21
年
４
月
に
は
、
新
た
に
監

督
通
算
１
５
０
０
勝
の
偉
業
も
達

成
。
選
手
と
し
て
、
監
督
と
し
て
、

野
球
史
に
深
く
刻
む
功
績
を
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
プ
ロ
野
球
の
世
界
に
元
気
で
存

在
で
き
る
の
も
、
丹
後
で
培
っ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
お
か
げ
」
と
話
す

野
村
さ
ん
は
、
平
成
11
年
、
峰
山

高
校
が
春
の
選
抜
甲
子
園
に
出
場

し
た
際
、多
額
の
寄
付
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
恩
返
し
。
後
輩
の
活
躍
を
強

く
後
押
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
野
球
界
の
発
展
の

み
な
ら
ず
、
社
会
文
化
の
振
興
・

発
展
に
大
き
く
寄
与
。
講
演
も
精

力
的
に
行
っ
て
お
ら
れ
、
本
市
で

は
平
成
24
年
12
月
の
講
演
会
で
熱

弁
。「
敵
は
我
に
あ
り
」
を
テ
ー
マ

に
、
長
き
に
わ
た
る
野
球
人
生
を

振
り
返
り
、
栄
光
に
隠
さ
れ
た
秘

話
を
話
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
か
た
ち
で
地
域
に
貢
献
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
９
月
30
日
、
母
校
の

峰
山
高
校
で
、
34
年
振
り
に
講
演

を
さ
れ
、
野
球
を
通
し
て
の
人
生

論
を
語
り
ま
し
た
。
野
村
さ
ん
は
、

「
大
切
な
こ
と
は
、夢
を
持
つ
こ
と
、

夢
に
向
か
っ
て
努
力
を
重
ね
る
こ

と
」
と
後
輩
に
エ
ー
ル
を
送
ら
れ

ま
し
た
。
講
演
を
聞
い
た
生
徒
会

長
の
瀬
戸
康
平
く
ん
（
３
年
）
は
、

「
貴
重
な
話
が
聞
け
て
嬉
し
い
。
自

分
も
努
力
し
て
教
師
に
な
る
夢
を

実
現
し
た
い
」
と
感
想
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

市
は
、
市
の
大
い
な
る
誇
り
で

あ
る
野
村
さ
ん
を
平
成
21
年
、
名

誉
市
民
と
し
て
顕
彰
（
京
丹
後
市

名
誉
市
民
条
例
施
行
後
初
の
名
誉

市
民
と
し
て
顕
彰
（
※
旧
網
野
町

の
町
民
栄
誉
賞
を
受
賞
））。
市
制

５
周
年
式
典
の
際
に
、
野
村
さ
ん

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
顕
彰
状
お

よ
び
名
誉
市
民
章
を
贈
呈
い
た
し

ま
し
た
。

野村克也さんがインタビューで思い出の地と語った峰山高校

　
佳
　
日

今
日
は
い
い
日
だ
っ
た
と

こ
と
さ
ら
声
を
和
ら
げ

し
っ
と
り
み
つ
め
る
よ
う

お
ま
え
に
語
る
こ
と
が
出
来
る

そ
ん
な
い
い
日
だ
っ
た

だ
っ
て

あ
の
空
が
と
て
つ
も
な
く
晴
れ
渡
り

秋
も
終
わ
り
に
近
い

白
っ
ぽ
い
蒼
の
い
ろ
だ
っ
た

京丹後の礎を築いた６人の軌跡特　集 京丹後の礎を築いた６人の軌跡特　集
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故錦織  米市
本市の機械金属産業発展の礎を築く
　座右の銘「夢と創造で未来を築こう」

Yoneichi Nishikori

故森岡  行直
ブルドーザー町長の愛称で親しまれ
弥栄町政を牽引

Yukinao Morioka

明
治
30
年
４
月
19
日

　
　
誕
生　

明
治
36
年
４
月
１
日

　
　
上
宇
川
尋
常
高
等
小
学
校　
入
学

大
正
３
年
４
月
１
日

　
　
京
都
郵
便
局
通
信
生
養
成
所　
入
所

昭
和
37
年
６
月
30
日

　
　
平
郵
便
局　
退
職

平
成
21
年
６
月
19
日

　
　
男
性
長
寿
日
本
一

平
成
23
年
４
月
14
日

　
　
男
性
長
寿
世
界
一
（
米
国
「
老
人
学

　
　
研
究
団
体
」
発
表
）

平
成
23
年
４
月
19
日

　
　
１
１
４
歳
誕
生
日
・
ギ
ネ
ス
ワ
ー
ル

　
　
ド
レ
コ
ー
ズ
社
が
「
男
性
長
寿
世
界

　
　
一
」
に
認
定

平
成
23
年
９
月
19
日

　
　
京
丹
後
市
市
民
栄
誉
賞
受
賞

平
成
23
年
12
月
２
日

　
　
長
寿
日
本
一

平
成
24
年
10
月
15
日

　
　
ギ
ネ
ス
ワ
ー
ル
ド
レ
コ
ー
ズ
社
が

　
　
「
男
性
長
寿
世
界
一
」
に
再
認
定

　
　
（
１
１
５
歳
と
１
７
９
日
）

平
成
24
年
12
月
17
日

　
　
長
寿
世
界
一
（
米
国
「
老
人
学
研
究

　
　
団
体
」
発
表
）

平
成
24
年
12
月
28
日

　
　
１
１
５
歳
と
２
５
３
日
と
な
り
、
故

　
　
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
モ
ー
テ
ン
セ
ン
さ

　
　
ん
（
デ
ン
マ
ー
ク
）
の
記
録
を
抜
い

　
　
て
男
性
史
上
最
長
寿
に
認
定

平
成
25
年
４
月
19
日

　
　
１
１
６
歳
誕
生
日

平
成
25
年
６
月
12
日

　
　
天
寿
を
全
う
（
１
１
６
歳
54
日
）

平成 23年 9月 19日、市民栄誉賞受賞時の賞状と記念品

木村さんは、長寿世界一・男性史上最長寿のギネス
記録を樹立した、本市初の市民栄誉賞受賞者で、

健康長寿のまちづくりを象徴する人物です。
　木村さんは、明治 30 年４月 19 日生まれで、平成 23
年に「男性長寿世界一」としてギネスワールドレコーズ
社から認定されるとともに、「市民の尊い模範であり郷土
の大いなる誇り」として市初の「京丹後市市民栄誉賞」
を受賞。平成 24 年 12 月には、男女を通じての「長寿世
界一」、「男性史上最長寿」としてもギネス社から認定を
受けました。
　来訪者を「サンキュー・ベリー・マッチ」「ユーアー・
ベリー・カインドマン」などと得意の英語を披露しなが
ら笑顔で迎える木村さんの人柄もあり、１１６歳の誕生
日を迎えるに当たっては、世界中からたくさんのお祝い
メッセージが寄せられました。さらに安倍総理からも、「木
村さんの矍

かくしゃく
鑠とした姿に、私だけでなく、日本いや世界

全体が元気をもらっています」とのビデオメッセージが
届けられるなど、大勢の方に愛されていました。
　木村さんの言葉、人柄を通じて長寿の喜びや素晴らし
さを広く全国、世界に発進され、元気を届けていただき
ました。
　平成 25 年６月、天寿を全うされた際にも、市内外か
ら木村さんへの感謝や逝去を悔やむメッセージが多く寄
せられました。

『苦にするな、
　 嵐の後に日和あり』
  「辛いこと、苦しいことの後には、

  必ず良いことがある」という考え

『食細くして命永かれ』
　

  腹八分目ではなく、

  " 六 " 分目を心がけていた木村さん

《主な公職歴など：順序不同》
大正 13 年生まれ
昭和 42 年～平成 7 年 弥栄町長（7 期 28 年）
昭和 38 年～昭和 42 年 議会議員 （1 期 4 年）
昭和 37 年～昭和 42 年 消防団長（3 期 6 年）

峰山家庭裁判所民事調停委員（10 年）
京都府町村会副会長（2 期 4 年）
京都府農業会議副会長（8 年）
全国ないない会議会長（7 年）
全国山村振興連盟副会長（2 年）
京都府山村振興連盟会長（1 年）
自治体病院開設者協議会長（11 年）
京都府国民健康保険団体連合会副理事長（6 年）
全国市町林野振興協議会副会長（2 年）
丹後 6 町連絡協議会長（通算 7 年）
丹後国営農地開発推進協議会長（通算 17 年）
北近畿タンゴ鉄道㈱取締役（6 年）
丹後織物工業組合理事・監事（通算 7 年）
弥栄町観光協会長（10 年）
弥栄町体育協会長（9 年）　　　　　以下省略

《略歴》
大正 2 年生まれ（現在の島根県出雲市）
昭和 6 年　県立松江工業学校卒業
　　21 年  日進製作所創業
　　23 年　株式会社日進製作所代表取締役社長
　　60 年　株式会社日進製作所代表取締役会長
平成 5 年　株式会社日進製作所相談役
　 　 7 年　株式会社日進製作所特別顧問

《受章歴など》
昭和58 年　藍綬褒章
　　60 年　峰山町特別功労表彰
　　63 年　勲五等双光旭日章

錦
織
さ
ん
は
、
島
根
県

の
出
身
で
、
大
阪
で

機
械
式
計
算
機
の
開
発
に
従

事
し
た
後
、
昭
和
21
年
峰
山

町
で
日
進
製
作
所
を
創
立
。

工
業
用
ミ
シ
ン
に
使
用
さ
れ

る
ボ
ビ
ン
ケ
ー
ス
の
製
造
に

始
ま
っ
た
事
業
は
、
そ
の
後
、

オ
ー
ト
バ
イ
や
自
動
車
の
部

品
製
造
、
そ
し
て
超
精
密
穴

加
工
機
械
・
生
産
ラ
イ
ン
シ

ス
テ
ム
の
設
計
製
造
販
売
へ

と
拡
大
さ
れ
、
同
社
を
丹
後

を
代
表
す
る
企
業
へ
と
育
て

上
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
本

市
の
機
械
金
属
産
業
発
展
の

礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

　
錦
織
さ
ん
は
「
夢
と
創
造

で
未
来
を
築
こ
う
」
を
座
右

の
銘
と
し
、
優
れ
た
人
材
育

成
に
も
深
く
情
熱
を
注
ぎ
ま

し
た
。
加
え
て
、
地
域
活
性

化
、
医
療
・
福
祉
分
野
な
ど
、

幅
広
い
分
野
で
数
々
の
ご
功

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
丹
後
機
械
工
業

協
同
組
合
理
事
長
、
峰
山
町

商
工
会
長
、
京
都
府
商
工
会

連
合
会
理
事
、
丹
後
労
働
基

準
協
会
長
な
ど
を
歴
任
し
、

長
年
に
わ
た
り
地
域
産
業

の
振
興
と
峰
山
町
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平

成
７
年
、
峰
山
町
初
の
名
誉

町
民
の
称
号
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

黎れ
い
め
い明
期
、
大
手
自
動
車

メ
ー
カ
ー
に
「
量
は
少
な
く

て
も
よ
い
、
薬
（
※
）
に
し

た
い
か
ら
部
品
の
注
文
が
ほ

し
い
」
と
、取
引
交
渉
を
行
っ

た
と
の
逸
話
は
有
名
で
あ

り
、
錦
織
さ
ん
の
仕
事
に
取

り
組
む
姿
勢
を
表
す
言
葉
と

し
て
、
今
で
も
語
り
継
が
れ

て
い
ま
す
。

森
岡
さ
ん
は
、
旧
弥
栄

町
長
と
し
て
７
期
28

年
の
永
き
に
わ
た
り
弥
栄
町

発
展
の
た
め
ご
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　
昭
和
42
年
、
府
下
最
年
少

町
長
と
し
て
初
当
選
、
以
来
、

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
町
長
（
※
）

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
、
町
民

の
町
民
の
た
め
の
町
政
を
心

が
け
て
舵
を
取
り
続
け
ま
し

た
。

　
地
域
の
医
療
不
足
を
担
う

た
め
、
弥
栄
病
院
を
丹
後
最

大
の
総
合
病
院
化
、
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
建

設
、
快
適
な
生
活
と
住
み
よ

い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
た

農
業
集
落
排
水
の
導
入
、
当

時
で
は
珍
し
い
リ
ゾ
ー
ト
構

想
を
取
り
入
れ
た
森
林
公
園

ス
イ
ス
村
、
弥
栄
あ
し
ぎ
ぬ

温
泉
の
建
設
、
丹
後
あ
じ
わ

い
の
郷
の
誘
致
な
ど
、
そ
の

功
績
は
多
数
あ
り
ま
す
。

　
平
成
８
年
、
町
長
と
し
て

数
々
の
実
績
、
町
の
社
会
文

化
の
興
隆
へ
の
功
績
は
、
町

民
の
尊
敬
の
的
と
し
て
、
ま

た
誇
り
と
し
て
初
の
名
誉
町

民
の
称
号
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

（
※
）
国
や
府
な
ど
か
ら
補
助
金
を

獲
得
す
る
、
冬
場
に
は
、
率
先
し
て

除
雪
車
を
操
縦
し
、
除
雪
を
行
っ
た

こ
と
に
由
来

木村語録

木
村
次
郎
右
衞
門
さ
ん　
略
歴

故木村  次郎右衞門
長寿のまち京丹後の象徴
初の市民栄誉賞を受賞

スキー客で賑わう森林公園スイ
ス村スキー場

京丹後の礎を築いた６人の軌跡特　集 京丹後の礎を築いた６人の軌跡特　集

J iroemon Kimura

株式会社日進製作所
本社事務棟

※会社の発展には、生産体質
の強化・改善が不可欠。品質・
納期・価格に厳しい取引先か
らの注文（＝薬）を受けるこ
とで仕事への意識や技術、品
質向上につながると考えた
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◆　円グラフで見る一般会計歳入・歳出決算の状況　◆

　
一
般
会
計
決
算
の
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い
た

形
式
収
支
は
９
億
３
２
２
万
円
で
、
こ
の
う
ち
26
年
度
へ
繰
り

越
し
た
事
業
に
必
要
な
お
金
２
億
３
０
９
７
万
円
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
も
６
億
７
２
２
５
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
市
税
や
使
用
料

な
ど
市
が
自
主
的
に
収
入
で

き
る
自
主
財
源
と
地
方
交
付

税
や
国
府
か
ら
交
付
さ
れ
る

補
助
金
な
ど
の
依
存
財
源
に

大
別
で
き
ま
す
。

　

自
主
財
源
は
22
・
６
㌫
で

全
体
の
約
２
割
程
度
と
な
っ

て
い
る
反
面
、
依
存
財
源
は

77
・
４
㌫
と
非
常
に
高
い
割

合
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
割
合
は
減
少

傾
向
に
あ
り
、
合
併
以
降
、

最
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
自
主
財
源
の
柱
で

あ
る
市
税
収
入
の
ほ
か
、
分

担
金
お
よ
び
負
担
金
、
前
年

度
か
ら
の
繰
越
金
が
減
少
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

本
市
は
、
依
存
財
源
に
大

き
く
頼
っ
た
財
政
運
営
を
し

て
い
る
た
め
、
今
後
も
国
府

な
ど
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、

財
源
を
確
保
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

一般会計
実質収支

　
性
質
別
で
の
内
訳
で
は
、
人

件
費
、
公
債
費
な
ど
の
義
務
的

経
費
が
全
体
の
45
・
６
㌫
を
占

め
、
歳
出
の
約
半
分
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

補
助
金
や
委
託
料
、
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど
市
が
任

意
に
支
出
で
き
る
任
意
的
経

費
は
、
40
・
６
㌫
と
な
っ
て
お

り
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

道
路
や
河
川
、
学
校
、
保

育
所
な
ど
を
整
備
す
る
普
通

建
設
事
業
費
や
豪
雨
な
ど
に

よ
る
災
害
復
旧
事
業
費
を
投

資
的
経
費
と
言
い
ま
す
が
、
そ

の
割
合
は
13
・
８
㌫
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
で
は
、
峰
山
、

弥
栄
、
久
美
浜
町
域
で
の
統
合

保
育
所
整
備
事
業
に
着
手
し

た
ほ
か
、
高
龍
小
学
校
校
舎
整

備
事
業
、
新
火
葬
場
整
備
事

業
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

歳 出
統
合
保
育
所
整
備
に

５
億
６
千
万
円

歳入
333億8,417
単位 ： 万円

市税
50億74
（15.0%）

府支出金
24億665
（7.2%）

国庫支出金
30億4,847
（9.1%）市債

42億5,540
（12.8%）

自主財源
（22.6%）
自主財源
（22.6%）

地方交付税
150億2,048
（45.0%）

使用料及び手数料
5億9,491（1.8%）

繰越金
5億4,661（1.6%）

分担金及び負担金
4億8,040（1.4%）

その他
9億1,591（2.8%）

その他
11億1,460（3.3%）

性質別
歳出

324億8,095
単位 ： 万円

人件費
52億2,999
（16.1%）

義務的
経費
（45.6%）

投資的経費
（13.8%）

任意的
経費
（40.6%）

公債費
48億9,633
（15.1%）

扶助費
46億8,567
（14.4%）

繰出金
39億2,955
（12.1%）

普通建設事業費
43億2,921
（13.3%）

補助費等
24億2,539
（7.5%）

補助費等
24億2,539
（7.5%）

物件費
44億8,590
（13.8%）

災害復旧事業費
1億7,949（0.5%）

その他
3億4,200
（1.1%）

積立金
19億7,742
（6.1%）

農林水産業費
15億7,138
（4.8%）

目的別
歳出

324億8,095
単位 ： 万円

民生費
95億6,819
（29.5%）

公債費
48億9,633
（15.1%）総務費

48億3,556
（14.9%）

教育費
30億2,006
（9.3%）

衛生費
34億9,770
（10.8%）

土木費
21億9,280
（6.8%）

その他
28億9,893
（8.8%）

依存財源
（77.4%）0
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年度別 歳入の財源区分の推移

年度別 性質別歳出の推移

250.0
(71.9%)

233.3
(73.8%)

219.7
(71.7%)

209.6
(68.7%)

218.9
(70.8%)

274.3
(75.6%)

255.9
(75.6%)

256.6
(75.9%)

258.5
(77.4%)

255.5
(76.3%)
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(28.1%)

83.0
(26.2%)

86.1
(28.3%)

95.4
(31.3%)

90.2
(29.2%)

88.1
(24.4%)

82.2
(24.4%)

81.2
(24.1%)

75.3
(22.6%)

79.0
(23.7%)

51.4
(15.2%) 49.8

(16.1%) 41.8
(14.0%)

42.4
(14.2%)

44.3
(14.7%)

72.1
(20.5%) 44.4

(13.5%)
47.2
(14.3%)

45.1
(13.8%)

48.6
(14.7%)

129.2
(38.3%)

104.5
(33.8%)

106.9
(35.5%)

106.4
(35.4%)

106.6
(35.5%)

133.2
(37.7%)

132.1
(40.1%)

127.2
(38.4%)

131.6
(40.6%)

125.8
(38.3%)

338.0
308.9 300.4 300.1 300.9

352.4
329.3 331.1 324.8329.1

347.1
316.3 305.8 305.0 309.1

362.4
338.1 337.8 333.8334.5
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依存財源 自主財源

投資的経費 任意的経費 義務的経費

歳入
333億8,417
単位 ： 万円

市税
50億74
（15.0%）

府支出金
24億665
（7.2%）

国庫支出金
30億4,847
（9.1%）市債

42億5,540
（12.8%）

自主財源
（22.6%）
自主財源
（22.6%）

地方交付税
150億2,048
（45.0%）

使用料及び手数料
5億9,491（1.8%）

繰越金
5億4,661（1.6%）

分担金及び負担金
4億8,040（1.4%）

その他
9億1,591（2.8%）

その他
11億1,460（3.3%）

性質別
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324億8,095
単位 ： 万円

人件費
52億2,999
（16.1%）

義務的
経費
（45.6%）

投資的経費
（13.8%）

任意的
経費
（40.6%）

公債費
48億9,633
（15.1%）

扶助費
46億8,567
（14.4%）

繰出金
39億2,955
（12.1%）

普通建設事業費
43億2,921
（13.3%）

補助費等
24億2,539
（7.5%）

補助費等
24億2,539
（7.5%）

物件費
44億8,590
（13.8%）

災害復旧事業費
1億7,949（0.5%）

その他
3億4,200
（1.1%）

積立金
19億7,742
（6.1%）

農林水産業費
15億7,138
（4.8%）

目的別
歳出

324億8,095
単位 ： 万円

民生費
95億6,819
（29.5%）

公債費
48億9,633
（15.1%）総務費

48億3,556
（14.9%）

教育費
30億2,006
（9.3%）

衛生費
34億9,770
（10.8%）

土木費
21億9,280
（6.8%）

その他
28億9,893
（8.8%）

依存財源
（77.4%）

歳入

歳出

◆　一般会計歳入・歳出決算の推移　◆
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その他
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その他
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52億2,999
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義務的
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46億8,567
（14.4%）

繰出金
39億2,955
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24億2,539
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補助費等
24億2,539
（7.5%）

物件費
44億8,590
（13.8%）

災害復旧事業費
1億7,949（0.5%）

その他
3億4,200
（1.1%）

積立金
19億7,742
（6.1%）

農林水産業費
15億7,138
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民生費
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６
億
７
２
２
５
万
円
の
黒
字
決
算

2014.11９ 2014.11 ８

特
集

　

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
各

会
計
決
算
に
つ
い
て
、
９
月
定
例
会
に
議
案
提
出
し
、
全

会
計
と
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、

３
３
３
億
８
４
１
７
万
円
（
前
年
度
比
０・
２
㌫
減
）
で
、
歳
出
総

額
は
、
３
２
４
億
８
０
９
５
万
円
（
前
年
度
比
１・
３
㌫
減
）
と
な

り
ま
し
た
。
一
般
会
計
決
算
を
中
心
に
、
平
成
25
年
度
決
算
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

決
算

丹
後
建
国
１
３
０
０
年
を
迎
え
た

平
成
25
年
度
の

歳 入
自
主
財
源
は
約
２
割

単位：万円

項　目 平成 25 年度 平成 24 年度 前年度比較

歳入 ( 収入 ) 333 億 8,417 334 億 5,378 △ 6,961 △ 0.2％

歳出 ( 支出 ) 324 億 8,095 329 億   717 △ 4 億 2,622 △ 1.3％

形式収支 ( 差引額 ) 9 億　322 5 億 4,661 3 億 5,661 65.2％

翌年度繰越財源 2 億 3,097 9,861 1 億 3,236 134.2％

実質的な収支額 6 億 7,225 4 億 4,800 2 億 2,425 50.1％

■一般会計決算

特集 決算
　　　　　　　　 平成 25 年度



 

基
金
（
貯
金
）

 

市
債
（
借
金
）
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Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 （年度）

一般会計市債（借金）残高の推移

一般会計所管基金(貯金)残高の推移

207.1
(44.3%)

195.6
(43.0%)

183.4
(41.6%)

171.0
(40.3%)

163.8
(39.5%)

151.2
(36.1%)

138.0
(32.9%)

126.2
(30.7%)

109.3
(26.8%)

116.8
(28.6%)

260.6
(55.7%)

259.7
(57.0%)

257.3
(58.4%)

253.4
(59.7%)

251.2
(60.5%)

267.2
(63.9%)

281.1
(67.1%)

285.0
(69.3%)

298.4
(73.2%)

292.3
(71.4%)

467.7 455.3 440.7 424.4 415.0 418.4 419.1 411.2 407.7409.1

17.017.0 19.519.5 19.519.5 18.218.2
11.311.3 16.316.3 19.819.8 18.918.9 18.918.918.918.9

3.0
6.0 9.0 12.0

14.1
16.2

19.0 22.5 28.426.0
10.6

13.0
16.1 9.1

8.1
8.0

8.4
8.9

12.6

6.5

5.0
10.0

22.5
15.0

30.6
38.5

44.6
39.3

33.5
40.5

52.2
60.3

82.4

66.4

市民1人当たり 71.8万円　   70.8万円　   69.4万円　   67.6万円　   66.7万円　   67.9万円　  68.9万円　   68.5万円　  68.6万円　 　 69.2万円

Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 （年度）

市民1人当たり 4.7万円　　   6.0万円　　   7.0万円　　   6.3万円　　  5.4万円　　  6.6万円　　   8.6万円　　   10.0万円　   11.1万円　  　  14.0万円　

市の実質的返済額 交付税算入分

その他の基金
合併特例措置逓減対策準備基金
地域振興基金
財政調整基金

年度末人口 65,129人　　　 　   64,289人　         63,521人　         62,828人　          62,172人　         61,592人　       60,784人　         60,070人　       59,633人　 　          58,881人

市の実質的返済額は減少
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市の実質的返済額 交付税算入分

その他の基金
合併特例措置逓減対策準備基金
地域振興基金
財政調整基金

年度末人口 65,129人　　　 　   64,289人　         63,521人　         62,828人　          62,172人　         61,592人　       60,784人　         60,070人　       59,633人　 　          58,881人

市の実質的返済額は減少
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平
成
25
年
度
は
、
京
丹
後
市

合
併
10
年
目
、
歴
史
上
「
丹
後

国
」
が
誕
生
し
た
西
暦
７
１
３

年
か
ら
数
え
「
丹
後
建
国

１
３
０
０
年
」、
丹
後
町
宇
川
地

域
へ
の
米
軍
基
地
設
置
が
決
定

さ
れ
る
な
ど
節
目
の
年
度
と
な

り
ま
し
た
。

　

本
市
を
取
り
巻
く
環
境
と
し

て
は
、
高
速
自
動
車
道
路
網
の

整
備
に
よ
り
、
京
阪
神
、
名
古

屋
圏
な
ど
の
大
都
市
圏
と
の
交

通
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上

す
る
「
北
近
畿
新
時
代
」
の
到

来
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
絶
好
の

機
会
を
最
大
限
に
活
か
す
と
と

も
に
、
本
市
の
未
来
発
展
の
基

礎
と
な
る
市
民
一
人
ひ
と
り
の

真
の
喜
び
と
幸
福
、
市
民
総
幸

福
の
ま
ち
づ
く
り
、
ま
た
、
人

と
人
と
の
絆
を
つ

な
げ
る
“
大
き
な

和
”
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
市

民
幸
せ
度
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
を

は
じ
め
、
本
市
の

未
来
発
展
に
向
け

た
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
行
い
ま
し
た
。

▼
商
工
業
総
合
振

興
条
例
の
制
定
お

よ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
１
０
０
の
新
経

済
戦
略
に
よ
り
、

商
工
業
振
興
や
企

業
立
地
に
関
す
る

施
策
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

▼
網
野
駅
構
内
に
観
光
情
報
セ

ン
タ
ー
設
置
、
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
、
か
ぶ
と
山
お
よ
び
砂

浜
海
岸
遊
歩
道
整
備
の
整
備
検

討
な
ど
、
観
光
立
市
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活

用
支
援
、
太
陽
光
活
用
の
た
め

「
市
民
太
陽
光
発
電
所
事
業
特

別
会
計
」
も
新
設
す
る
な
ど
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極

活
用
も
行
い
ま
し
た
。

▼
京
た
ん
ご
ス
ポ
ー
ツ
発
行
、

地
域
に
ぎ
わ
い
創
り
推
進
員
設

置
、「
京
丹
後
夢
ま
ち
創
り
大

学
」
の
開
校
準
備
、
京
丹
後
市

高
齢
者
大
学
の
創
設
な
ど
、
未

来
へ
向
け
た
ひ
と
づ
く
り
を
行

い
ま
し
た
。

▼
寄
り
添
い
支
援
総
合
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
ク
リ
エ

イ
ト
シ
ョ
ッ
プ
「
く
り
く
り
」

の
運
営
支
援
、
長
寿
食
レ
シ
ピ

集
の
発
行
、
サ
ル
追
い
払
い
隊

の
結
成
、
統
合
保
育
所
整
備
、

小
中
学
校
施
設
の
耐
震
化
な

ど
、
安
心
・
安
全
な
社
会
基
盤

づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

総務費

▲丹後建国 1300 年記念事業
718 万円

◆　一般会計歳出の主な内容　◆

  

市
民
総
幸
福
、
人
と
人
と
の
絆
を
つ
な
げ
る

　
　
「
大
き
な
和
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

■一般会計目的別歳出決算
目的区分 平成 25 年度 平成 24 年度 前年度比較
議会費 2 億 3,743 2 億 4,515 △ 772 △ 3.1％

総務費 48 億 3,556 42 億　596 6 億 2,960 15.0％

民生費 95 億 6,819 91 億 6,157 4 億　662 4.4％

衛生費 34 億 9,770 35 億 5,093 △ 5,323 △ 1.5％

労働費 9,084 1 億 4,737 △ 5,653 △ 38.4％

農林水産業費 15 億 7,138 13 億 5,360 2 億 1,778 16.1％

商工費 11 億 2,047 10 億 7,245 4,802 4.5％

土木費 21 億 9,280 22 億 2,023 △ 2,743 △ 1.2％

消防費 12 億 7,299 15 億 9,059 △ 3 億 1,760 △ 20.0％

教育費 30 億 2,006 37 億 2,658 △ 7 億　652 △ 19.0％

災害復旧費 1 億 7,720 2 億 2,342 △ 4,622 △ 20.7％

公債費 48 億 9,633 54 億　932 △ 5 億 1,299 △ 9.5％

計 324 億 8,095 329 億　717 △ 4 億 2,622 △ 1.3％

◆　市債（借金）と基金（貯金）の状況　◆

　

平
成
25
年
度
末
の
一
般

会
計
市
債
（
借
金
）
の
残

高
は
、
４
０
７・
７
億
円

で
、
前
年
度
と
比
べ
る
と

１・
４
億
円
（
０・
３
㌫
）

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
市
債
返
済
の

一
部
に
つ
い
て
は
、
国
の

地
方
交
付
税
で
一
部
措
置

さ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
平

成
25
年
度
末
で
は
73
・
２

㌫
が
国
か
ら
措
置
さ
れ
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
市
民
の
税
金
な
ど

で
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
実
質
的
な
残
高
は
、

26
・
８
㌫
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

本
市
は
合
併
以
降
、
市

債
残
高
の
抑
制
に
努
め
て

お
り
、
平
成
16
年
度
末
と

比
較
す
る
と
60
億
円
減
少

し
て
い
る
と
と
も
に
、
返

済
額
の
70
㌫
が
地
方
交
付

税
で
措
置
さ
れ
る
合
併
特

例
債
を
有
効
に
活
用
し
て

い
る
た
め
、
市
の
実
質
的

な
返
済
額
も
減
少
し
て
い

ま
す
。

民生費

▲「域学連携」夢まちづくり大学
　実行委員会補助金　2,000 万円

▲統合保育所整備事業
　5 億 6,362 万円

農林水産業費

▲木質バイオマス利用促進事業
1 億 4,903 万円

商工費 教育費

▲小中学校再配置・耐震化事業
6 億 4,912 万円

衛生費

▲長寿食レシピ集作成
                        　224 万円

▲砂浜海岸遊歩道基本計画策定
252 万円

▲新火葬場整備事業
2 億 2,835 万円

　

平
成
25
年
度
末
の
一
般

会
計
の
基
金
（
貯
金
）
残

高
は
、
82
・
４
億
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
16
億

円
（
24
・
０
㌫
）
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
始
ま
る
普
通
交
付
税

の
合
併
特
例
措
置
の
逓
減

に
よ
る
、
急
激
な
財
源
の

縮
小
に
伴
う
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
抑
制
す
る
た

め
、「
合
併
特
例
措
置
逓

減
対
策
準
備
基
金
」
に
７・

５
億
円
、
合
併
特
例
債
を

活
用
し
た
「
地
域
振
興
基

金
」
に
５
億
円
、
国
の
地

域
の
元
気
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
た
「
地
域
の
元
気

づ
く
り
基
金
」
に
６
億
円

を
積
み
立
て
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

本
市
は
合
併
以
降
、
厳

し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

進
め
る
た
め
、
財
政
調
整

基
金
を
は
じ
め
と
し
た
基

金
残
高
の
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。

※
「
逓
減
」
と
は
、
数
量
が
次
第

に
減
少
す
る
こ
と
。

単位：万円

特集 決算
　　　　　　　　 平成 25 年度

特集 決算
　　　　　　　　 平成 25 年度



歳入・歳出の財政状況（割合）
　　

平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
の
決
算
は
、
歳

入
72
億
９
９
９
６
万
円
、
歳
出

71
億
２
４
８
４
万
円
と
な
り
、
歳
入

総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い

た
形
式
収
支
は
１
億
７
５
１
２
万

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
の
う
ち
、
前
年
度
か

ら
の
繰
越
金
２
億
２
５
３
２
万
円

と
国
民
健
康
保
険
の
事
業
基
金
か

ら
の
繰
入
４
０
０
０
万
円
を
差
し

引
い
た
実
質
的
な
単
年
度
収
支
は

９
０
２
０
万
円
の
赤
字
と
な
り
、
国

保
会
計
の
財
政
運
営
は
非
常
に
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
歳

入
総
額
の
約
20
㌫
を
占
め
る

14
億
７
３
９
７
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
被
保
険
者
の
減
少
な
ど
か
ら

前
年
度
を
２
１
０
０
万
円
下
回
り

ま
し
た
が
、
収
納
率(

課
税
し
た
額

に
対
す
る
収
入
を
得
た
額)

に
お

い
て
は
、
京
都
地
方
税
機
構
の
徴

収
努
力
や
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
実
施

な
ど
に
よ
り
前
年
度
を
上
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
１
人
当

た
り
の
保
険
税
額
は
、
前
年
度
を

５
７
６
円
上
回
る
７
万
９
４
６
３

円
と
な
り
ま
し
た
が
、
１
世
帯
当

保
険
事
業
課

☎
６
９
‐
０
２
２
０

（年度末） Ｈ 24 Ｈ 25

世帯数 9,955 9,805

被保険者数 18,518 18,010

うち一般 17,251 16,971

うち退職 1,267 1,039

Ｈ 24 Ｈ 25

歳 入 総 額 728,136 729,996 

歳 出 総 額 705,604 712,484 

差 引 額 22,532 17,512

単年度収支 4,172 △9,020

保険税・医療費を
被保険者1人当たりに換算すると…

DAT
A

京丹後市の国保加入者（平成26年9月30日現在）　　世帯数：9,769 世帯、被保険者数：17,800人

医療費
（支出）

H24 295,531円 前年度比
12,410円の増H25 307,941 円

保険税
（収入）

H24 78,887円 前年度比
� 576円の増H25 79,463 円

単位：万円 単位：世帯／人

　

国
民
健
康
保
険
は
、
誰
も
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
医
療

制
度
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

方
で
は
、
高
齢
化
の
進
展
や
医
療

の
高
度
化
な
ど
か
ら
今
後
も
医
療

費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
た
い
へ

ん
厳
し
い
財
政
運
営
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
健
診
・
保
健
指
導
や
人

間
ド
ッ
グ
の
活
用
は
、
生
活
習
慣

病
な
ど
の
予
防
や
早
期
発
見
に
繋

が
り
、
医
療
費
増
加
を
抑
制
す
る

ひ
と
つ
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
も
資
格
管
理
や
医

療
費
請
求
の
審
査
を
徹
底
し
、
医

療
費
分
析
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
普
及
推
進
な
ど
、
医
療
費
の

適
正
化
に
積
極
的
に
努
め
安
定
的

な
財
政
運
営
の
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

た
り
で
み
る
と
前
年
度
を
８
９
９

円
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
被

保
険
者
の
減
少
ほ
ど
は
世
帯
は
減

少
し
て
お
ら
ず
、
世
帯
分
離
な
ど

の
核
家
族
化
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
医
療
費
や
出
産
育
児

一
時
金
・
葬
祭
費
な
ど
の
保

険
給
付
費
は
、
前
年
度
に
比

べ
５
１
５
６
万
円
増
加
し
、

47
億
２
４
１
６
万
円
に
上
り
ま
し

た
。
被
保
険
者
の
減
少
に
も
か
か

わ
ら
ず
年
々
増
加
し
、
歳
出
総
額

の
66
㌫
程
度
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

１
人
当
た
り
の
医
療
費
も
、
前

年
度
を
１
万
２
４
１
０
円
上
回
り

30
万
７
９
４
１
円
と
な
り
ま
し

た
。

Ｈ25

国保会計

決算

その他
（公債費、返還金など）
1億8,047（2.5％）

歳入
72億9,996
単位 ： 万円

歳出
71億2,484
単位 ： 万円

国民健康保険税
14億7,397
（20.2％）

国・府からの
支出金
22億5,983
（31.0％）

社会保険など
からの交付金
20億5,832
（28.2％）

共同事業交付金
8億2,788
（11.3％）

繰入金
（一般会計・基金）

4億3,369
（5.9％）

その他（諸収入など）
2億4,627（3.4％）

介護納付金
4億4,918
（6.3％）

保健事業費
4,990（0.7％）

保険給付費
47億2,416
（66.4％）

共同事業拠出金
7億7,902
（10.9％）

後期高齢者
への支援金
9億4,211
（13.2％）

0

44

45

46

47

48
（億円）

H23年度 H24年度 H25年度
0

28

29

30

31

32
（万円）

保険給付費と1人当たりの医療費
…保険給付費 　　　…1人当たりの医療費

46億2,723万円
46億7,260万円

47億2,416万円

28万5,695円28万5,695円

29万5,531円29万5,531円

30万7,941円30万7,941円

その他
（公債費、返還金など）
1億8,047（2.5％）

歳入
72億9,996
単位 ： 万円

歳出
71億2,484
単位 ： 万円

国民健康保険税
14億7,397
（20.2％）

国・府からの
支出金
22億5,983
（31.0％）

社会保険など
からの交付金
20億5,832
（28.2％）

共同事業交付金
8億2,788
（11.3％）

繰入金
（一般会計・基金）

4億3,369
（5.9％）

その他（諸収入など）
2億4,627（3.4％）

介護納付金
4億4,918
（6.3％）

保健事業費
4,990（0.7％）

保険給付費
47億2,416
（66.4％）

共同事業拠出金
7億7,902
（10.9％）

後期高齢者
への支援金
9億4,211
（13.2％）

0

44

45

46

47

48
（億円）

H23年度 H24年度 H25年度
0

28

29

30

31

32
（万円）

保険給付費と1人当たりの医療費
…保険給付費 　　　…1人当たりの医療費

46億2,723万円
46億7,260万円

47億2,416万円

28万5,695円28万5,695円

29万5,531円29万5,531円

30万7,941円30万7,941円

国保だより
きょうたんご

歳入
72億9,996
単位 ： 万円

国・府からの
支出金
22億5,983
（31.0％）

その他（諸収入など）
2億4,627（3.4％）

繰入金
（一般会計・基金）

4億3,369
（5.9％）

共同事業交付金
8億2,788
（11.3％）

社会保険などから
の交付金
20億5,832
（28.2％）

国民健康保険税
14億7,397
（20.2％）

１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
30
万
８
千
円

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
負
担
は
年
々
増
加

2014.1113 2014.11 12

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

未
収
金
は
約
10
億
５
千
万
円

　
特
別
会
計
は
、
特
定
の
収

入（
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
）

に
よ
り
特
定
の
事
業
を
行
う

た
め
、
一
般
会
計
と
区
別
し

て
い
る
会
計
で
す
。
25
年
度

に
は
新
た
に
「
市
民
太
陽
光

発
電
所
事
業
特
別
会
計
」
を

設
置
し
た
た
め
、
前
年
度
よ

り
１
会
計
が
増
え
、
14
の
特

別
会
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
特
別
会
計
の
決
算
状
況
は

左
表
の
と
お
り
、
全
て
の
特

別
会
計
で
黒
字
決
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
企
業
会
計
は
、
地
方

公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け

て
そ
の
事
業
収
入
に
よ
り
経

営
を
行
う
た
め
に
設
け
ら
れ

て
い
る
会
計
で
す
。
本
市
に

は
水
道
事
業
と
病
院
事
業
の

２
つ
の
企
業
会
計
が
あ
り
ま

す
が
、
25
年
度
決
算
で
は
、

い
ず
れ
も
赤
字
と
な
っ
て
お

り
、
厳
し
い
経
営
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

経
営
改
善
に
向
け
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

《
国
民
健
康
保
険
・
上
下
水

道
事
業
会
計
決
算
は
13
㌻
～

15
㌻
関
連
記
事
》

会計名 歳入（収入） 歳出（支出） 収支差引額

特
別
会
計

国民健康保険事業 72億 9,996 71億 2,484 1億 7,512
国民健康保険直営診療所事業 4億 1,139 3億 9,887 1,252
後期高齢者医療事業 6億 3,630 6億 3,106 524
介護保険事業 57億 5,185 57億 2,620 2,565
介護サービス事業 7億 1,697 6億 9,852 1,845
簡易水道事業 14億 6,329 14億　342 5,987
集落排水事業 4億 1,542 4億　405 1,137
公共下水道事業 25億 4,803 24億 8,571 6,232
浄化槽整備事業 2億 4,527 2億 2,407 2,120
工業用地造成事業 1億 9,624 1億 9,372 252
宅地造成事業 4,509 2 4,507
市民太陽光発電所事業 3 億 4,540 3 億 4,367 173
峰山財産区 659 24 635
五箇財産区 181 9 172

（参考）　合計 200 億 8,361 196 億 3,448 4億 4,913

会計名 収　入 支　出 収支差引額
企
業
会
計

水道事業
収益的 6 億 1,411 6 億 9,997 △ 8,586
資本的 1,558 2 億　918 △ 1億9,360

病院事業 収益的 61 億 8,854 62 億 7,175 △ 8,321
資本的 6 億 2,486 9 億 3,835 △ 3億1,349

単位：万円※収益的：営業活動などに伴う収支
※資本的：建設改良事業などに伴う収支

◆  特別会計・企業会計の決算概要  ◆

　
一
般
会
計
を
は
じ
め
全
会

計
の
未
収
金
の
総
額
は
約

10
億
５
千
万
円
で
、
前
年
度

よ
り
も
約
５
千
万
円
減
少
し

た
も
の
の
、
多
額
の
未
収
金

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
負
担
の
公
平
性
、
財

政
の
健
全
化
の
観
点
か
ら

も
、
未
収
金
の
解
消
に
向
け
、

よ
り
積
極
的
な
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

　

本
市
は
、
合
併
特
例
債
の

活
用
は
平
成
31
年
度
ま
で
、

普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替

の
特
例
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
度
か
ら
逓
減
が
始
ま
る

た
め
、
将
来
的
に
は
ま
す
ま

す
厳
し
い
財
政
状
況
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
多
く
の
行
政
課
題
が
山
積

し
て
い
る
中
で
、
将
来
を
見

据
え
限
り
あ
る
財
源
を
効
果

的
に
配
分
し
、
京
丹
後
市
が

一
丸
と
な
っ
て
本
市
の
未
来

発
展
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆　財政健全化に向けて　◆

 

市監査委員　決算審査意見書 から  　＜要旨＞

　平成 25 年度は本市発足10 年目
の節目の年となり、「市民一人ひとり
の真の喜びと幸福、市民総幸福の最
大化」を理念に、産業・雇用、安心
安全の社会基盤などの５分野を柱に
さまざまな施策が実行された。
　投資的経費の大型事業について
は、統合保育所の整備や火葬場建設
などが行われたほか、市民太陽光発
電所事業が始まった。災害復旧事業
では、集中豪雨や台風によって被災
した施設等の復旧が進められたが、
年度内に完了せず繰り越しとなった
箇所も多く早期の完成が望まれる。
事業の執行には費用対効果を常に意
識して、公共性と地域経済への波及
効果を念頭に置いた取り組みを望む。
また、学校再配置や保育所統合など
で空き施設となった建物や用地の有
効活用に向け、今後の方針を策定す
べきである。
　市債残高は 3年連続で減少、基金

残高は増加しており、財政指標につ
いても4 指標すべてが改善され良好
な決算となったことは評価できるも
のの、自主財源である税収は年々減
少し、地方交付税を主とした依存財
源に大きく頼った財政構造となってい
る。
　税等の未収金については少し減少
となったが依然多額となっており、負
担の公平性、財政の健全化の観点か
らも法的措置を含めた積極的な対応
を強く望むものである。
　平成 26 年度以降も火葬場建設や
消防指令システムの更新など多額の
予算が求められるなか、限られた財
源と職員のもと、最小の経費で最大
の効果をあげるため、市民ニーズに応
じた質と効果の高い事業実施が必要
である。市民福祉と生活基盤の充実
を図り市民が将来に希望を持って生
活できるよう、一層の努力を望むもの
である。

　
地
方
自
治
体
は
、「
遅
行

公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」（
平
成

19
年
６
月
施
行
）
の
規
定

に
よ
り
、
財
政
指
標
の
公

表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
地
方

自
治
体
の
財
政
の
健
全
度

を
表
す
指
標
に
お
い
て
、

「
早
期
健
全
化
基
準
」
ま
た

は
「
財
政
再
生
基
準
」
を

超
え
る
と
、
財
政
健
全
化

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
全
て
の
指
標
は
、

健
全
化
判
断
比
率
の
基
準

内
に
あ
り
、
良
好
な
状
態

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状

況
が
続
い
て
い
る
た
め
、

健
全
な
財
政
運
営
に
引
き

続
き
努
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

財
政
健
全
化
判
断
指
標
は
全
て
「
基
準
内
」

健全化判断比率

25.0 35.0

350.0101.8

△11.80 17.41 30.0

12.41

凡　例

14.8

20.0

良好

良好

良好

良好

△3.21
黒字のため
該当なし

＜一般会計の赤字の程度＞

＜すべての会計を合算した赤字の程度＞

＜借入金の返済額やこれに準じる額の大きさ＞

＜借入金や将来的な支出が見込まれる残高を示し、
将来、財政を圧迫する可能性が高いかどうか＞
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対
前
年
度
比　
実
質
公
債
費
比
率
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改
善

　
　
　
　
　
　

   

将
来
負
担
比
率
９・９　
　

改
善

厳
し
い
国
保
財
政
の
継
続

国
民
健
康
保
険
税
と
保
険
給
付

の
状
況

健
康
管
理
と
医
療
費
の
適
正
化
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特集 決算
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上 水 道・簡
易水道会計

平
成
29
年
度
の
上
水
道
と
簡
易
水
道
と
の

経
営
統
合
に
向
け
事
業
を
実
施

上
水
道
事
業
、
３
年
連
続
の
赤
字
決
算

Ｈ25
水道事業
決算

Ｈ25
下水道事業
決算 国・府支出金
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（12.4％）

市債
10億2,390
（31.9％）

繰入金
11億3,133
（35.3％）

諸収入
1億1,358
（3.5％）

基金繰入金
5,233

一般会計
繰入金
10億7,900

建設事業債
5億6,980資本費

平準化債等
4億5,410

合計
32億872
単位 ： 万円

使用料及び
手数料
4億1,490
（12.9％）

分担金及び負担金
1億2,834
（4.0％）

歳入

歳出
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31億1,383
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総務管理費
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施設管理費
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下
水
道
整
備
課

　
☎
６
９
‐
０
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５
０

水
道
事
業
の
今
後
の
収
支
見
込
み

　　
上
水
道
・
簡
易
水
道
事
業
と
も

に
、
給
水
人
口
の
減
少
に
伴
う
料

金
収
入
の
減
少
お
よ
び
、
施
設
の

老
朽
化
に
伴
う
施
設
更
新
費
（
起

債
償
還
）
の
増
加
に
よ
る
収
支
の

悪
化
を
予
測
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
25
年
か
ら
の
電
気
料
金
の

値
上
げ
に
よ
り
、
こ
の
予
測
を
上

回
る
収
支
の
悪
化
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

下
水
道
３
会
計　

多
額
の
繰
入
金
で
黒
字
を
維
持

　　

下
水
道
３
会
計
を
合
計
し
た

平
成
25
年
度
の
決
算
額
は
、
歳

入
32
億
８
７
２
万
円
、
歳
出

31
億
１
３
８
３
万
円
と
な
り
、

繰
越
財
源
25
万
円
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
は
９
４
６
４
万
円

平
成
25
年
度
の
決
算
は
、
電
気

代
の
値
上
げ
に
よ
る
光
熱
水
費
の

増
加
や
水
質
検
査
等
の
委
託
料
の

増
加
、
さ
ら
に
合
併
以
降
初
め
て

の
検
針
機
器
の
更
新
に
よ
り
、
上

水
道
事
業
・
簡
易
水
道
事
業
と

も
に
厳
し
い
決
算
と
な
り
ま
し

た
。
簡
易
水
道
事
業
で
は
、
前
年

度
の
収
支
額
よ
り
も
２
６
７
７
万

円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
上
水

上
水
道
事
業
お
よ
び
簡
易
水
道

事
業
が
単
年
度
収
支
で
赤
字

市
の
水
道
事
業
は
、
水
道
利
用

者
の
45
㌫
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
簡
易
水
道
事
業
と

55
㌫
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
上
水
道
事
業
と
を
そ
れ

ぞ
れ
の
特
別
会
計
で
経
営
し
て
い

ま
す
。

安
定
給
水
の
確
保
と

　
　
　
　
　
収
支
の
改
善
策

 

平
成
29
年
度
に
は
上
水
道
と
簡

易
水
道
と
を
一
つ
の
水
道
事
業
と

し
て
統
合
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
が
、
今
の
経
営
状
況
で
は
、
数

年
後
の
累
積
収
支
の
赤
字
は
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
今
後
も
安
定
給
水

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
水
道
事

業
の
健
全
か
つ
安
定
的
な
経
営
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
施
設
の

統
廃
合
や
有
収
率
の
改
善
等
の
経

費
の
縮
減
、
さ
ら
に
は
利
用
者
負

担
の
見
直
し
な
ど
、
収
支
改
善
の

た
め
の
水
道
事
業
経
営
計
画
を
現

在
策
定
中
で
す
。

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
一
般
会
計
か
ら
多
額

の
繰
入
金
が
あ
る
た
め
で
、
そ

の
繰
入
額
は
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
歳
入
に
占
め
る
割
合
は

34
㌫
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
繰

入
金
な
し
で
は
会
計
を
維
持
で

き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

永
続
的
で
安
定
し
た
下
水
道

会
計
運
営
の
た
め
に
は
利
用

者
の
増
加
が
課
題

　　
汚
水
を
処
理
す
る
た
め
に
は
、

終
末
処
理
場
の
運
転
管
理
や
下

水
道
管
の
清
掃
、
修
理
な
ど
下

水
道
施
設
の
維
持
管
理
に
多
額

の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
管
理
費
お
よ

び
公
債
費
の
一
部
に
つ
い
て
は
、

皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
下
水
道
使
用
料
で
賄
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
か
ら
使
用

料
だ
け
で
は
、
施
設
管
理
費
す

ら
賄
え
て
い
な
い
の
が
実
状
で

す
。
こ
の
た
め
、
下
水
道
事
業

の
健
全
な
運
営
の
た
め
に
は
、

接
続
率
の
向
上
が
必
要
不
可
欠

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
快
適
な
暮
ら
し
を
目
指
し
て

　

図
１
は
、
平
成
21
年
度
か
ら

の
５
カ
年
の
下
水
整
備
人
口
と

接
続
人
口
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も

の
で
す
。
こ
の
間
、
下
水
の
整

備
人
口
は
４
７
５
８
人
、
接
続

人
口
は
５
７
８
７
人
増
加
し
、

接
続
率
は
平
成
25
年
度
末
で
65
・

９
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
接
続
率
向
上
の
た

め
、
職
員
お
よ
び
下
水
道
普
及

推
進
員
に
よ
る
戸
別
訪
問
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
排
水
設

備
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
や

浄
化
槽
か
ら
下
水
道
に
接
続
し

た
場
合
の
使
用
料
減
額
、
水
洗

　

水
道
整
備
課

　
☎
６
９
‐
０
５
８
０

　
　
　上水道では、安定給水を行うための配
水管更新を中心に実施しました。
　簡易水道では、神谷浄水場新設工事お
よび神谷・河梨水道管布設工事などの久
美浜簡易水道の統合事業を中心に実施し
ました。その他、第 3 次京丹後市水道事
業基本計画を策定しました。

平成 25 年度  主 要 事 業

新設した久美浜町の神谷浄水場

化
推
進
支
援
事
業
補

助
金
を
継
続
実
施
す

る
と
と
も
に
、
平
成

26
年
度
か
ら
は
、
排

水
設
備
等
融
資
あ
っ

旋
及
び
利
子
補
給
制

度
を
新
た
に
設
け
、

よ
り
接
続
し
や
す
く

す
る
た
め
の
制
度
の

充
実
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
と

水
洗
ト
イ
レ
に
よ
る
生
活
改
善

の
た
め
、
公
共
下
水
道
や
集
落

排
水
が
供
用
開
始
と
な
っ
て
い

る
区
域
で
未
接
続
の
方
は
、
早

期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　 公共下水道事業では、前年度着手した
新たな計画区域の測量・詳細設計の完了
とともに、新たに下水道管を 5.1㌔布設し、
25.8㌶供用開始しました。
　また、集落排水事業では、府の河川改
修と道路改良に伴う下水道管の移設工事
を行い、浄化槽整備事業では、92 基の浄
化槽を整備しました。

平成 25 年度  主 要 事 業

浄化槽設置工事

道
事
業
で
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
単
年
度
の
経
常
収
支
が
赤
字

と
な
り
、
累
積
収
支
（
年
度
末

未
処
分
利
益
剰
余
金
）
が
前
年

度
か
ら
８
８
８
１
万
円
減
少
し
、

３
億
６
８
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
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総
務
課
基
地
対
策
室

☎
６
９
‐
０
０
１
２

　
米
軍
経
ヶ
岬
通
信
所
（
丹
後
町

袖
志
）
に
Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー

が
配
備
さ
れ
る
に
当
た
り
９
月
13

日
、
本
市
と
防
衛
省
、
京
都
府
に

よ
る
調
整
会
合
を
京
丹
後
市
役
所

で
行
い
ま
し
た
。

　
会
合
は
、
10
月
に
予
定
の
レ
ー

ダ
ー
本
体
の
設
置
に
伴
い
、軍
人・

軍
属
な
ど
米
軍
関
係
者
が
現
地
入

り
す
る
こ
と
か
ら
、
安
全
対
策
な

ど
に
つ
い
て
確
認
す
る
た
め
に
開

　
Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
を
配
備

す
る
米
軍
経
ヶ
岬
通
信
所
（
丹
後

町
袖
志
）
に
勤
務
す
る
軍
人
ら
を

対
象
と
す
る
交
通
安
全
講
習
会
が

10
月
２
日
、
網
野
自
動
車
教
習
所

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
軍
人
や
軍
属
（
軍
と

契
約
す
る
会
社
の
技
術
者
）
の
73

人
が
参
加
し
、
教
習
車
を
運
転
す

る
実
車
講
習
や
交
通
規
則
な
ど
を

学
ぶ
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　
講
習
会
は
、
市
民
の
安
全
安
心

を
確
保
す
る
た
め
の
対
応
策
と
し

て
、
防
衛
省
に
要
望
し
て
い
た
も

の
で
、
京
丹
後
警
察
署
の
協
力
で

企
画
さ
れ
た
も
の
。
国
内
の
米
軍

　

本
市
に
滞
在
す
る
米
軍
人

ら
に
よ
る
交
通
安
全
啓
発
活

動
が
、
９
月
30
日
、
市
内
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
玄

関
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

　

米
軍
経
ヶ
岬
通
信

所
（
丹
後
町
袖
志
）

の
責
任
者
ジ
ェ
イ
ソ

ン
・
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト

司
令
官
の
来
日
に
伴

い
、
９
月
24
日
、「
住

民
の
安
全
・
安
心
連

絡
会
議
」
が
京
丹
後

市
役
所
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

連
絡
会
議
は
、
地

米
軍
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
司
令
官
へ
中
山
市
長
が
要
望

安全・安心

真
摯
か
つ
万
全
で
主
体
的
な
対
策
を

Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
配
備
に
伴
い
、
防
衛
省
と
調
整
会
合

安全・安心

90
人
の
米
軍
人
ら
円
滑
な
受
け
入
れ
に
体
制
強
化

い
た
も
の
で
、
防
衛
省
近
畿
中
部

防
衛
局
の
松
本
俊
彦
局
長
、
京
都

府
丹
後
広
域
振
興
局
長
の
土
家
篤

局
長
ら
10
人
が
出
席
。
同
省
の
桝

賀
政
浩
近
畿
中
部
防
衛
局
企
画

部
長
が
、
通
信
所
の
工
事
の
進
捗

状
況
や
軍
人
・
軍
属
の
配
置
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
居
住
地
の
状
況
、
交

通
事
故
や
事
件
の
対
策
な
ど
に
つ

い
て
説
明
（
別
掲
※
１
）
し
ま
し

た
。

　

説
明
を
受
け
た
中
山
市
長
は
、

本
市
の
道
路
や
生
活
環
境
な
ど
の

特
色
を
踏
ま
え
て
、
特
に
暮
ら
し

の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め

の
万
全
の
対
策
を
求
め
た
ほ
か
、

居
住
地
の
選
定
情
報
の
提
供
、
自

衛
隊
と
の
連
携
・
協
力
の
あ
り
方
、

個
人
所
有
の
車
両
数
な
ど
に
つ
い

て
確
認
お
よ
び
質
問
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
会
合
に
同
席
し
た
土

家
局
長
は
、
造
成
工
事
着
工
に

域
住
民
や
団
体
の
代
表
者
、
行
政

関
係
者
ら
が
連
携
し
て
安
全
対
策

な
ど
を
協
議
・
推
進
す
る
場
と
し

て
開
い
た
も
の
で
、
同
司
令
官
も

出
席
。
レ
ー
ダ
ー
配
備
に
伴
い
、

住
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

た
め
の
要
望
や
対
応
策
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
議
に
出
席
し
た
オ
ル
ブ
ラ
イ

ト
司
令
官
は
、
冒
頭
「
地
元
か
ら

の
要
望
が
強
い
安
全
・
安
心
対
策

当
た
り
、
そ
の
告
知

が
着
工
日
の
前
日
で

あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、「
情
報
は
余
裕
を

持
っ
て
提
供
し
て
ほ

し
い
」
と
強
く
要
望

し
た
ほ
か
、
環
境
保

全
や
景
観
へ
の
配
慮
、

住
民
を
含
め
た
連
絡

会
の
早
期
設
置
を
求

め
ま
し
た
。

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
」
と
あ

い
さ
つ
。
続
け
て
、
米
軍
人
や
軍

属
（
軍
と
契
約
す
る
会
社
の
技
術

者
ら
）
約
90
人
が
市
内
の
ホ
テ
ル

に
入
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。防
衛
省
の
説
明
に
よ
る
と
、

米
軍
関
係
者
の
滞
在
に
伴
い
、
20

日
か
ら
基
地
や
宿
泊
先
周
辺
の
巡

回
警
備
や
地
元
小
学
校
児
童
の
登

下
校
時
に
交
通
誘
導
を
実
施
す
る

ほ
か
、交
通
安
全
マ
ッ
プ
の
配
布
、

緊
急
連
絡
先
を
記
載
し
た
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
を
携
帯
さ
せ
る
な
ど
の
取

り
組
み
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

説
明
を
受
け
た
中
山
市
長
は
、

地
元
を
代
表
し
発
言
。
①
工
事
関

係
②
不
測
の
事
故
防
止
策
③
事

故
発
生
時
の
損
害
賠
償
へ
の
配
慮

④
緊
急
時
の
停
波
⑤
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
協
力
な
ど
を

要
望
（
別
掲
※
２
）
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
ら
が
「
日
米
で

道
路
標
識
が
違
う
ケ
ー
ス
も
あ
る

が
大
丈
夫
か
。
英
語
標
記
は
で
き

な
い
か
」「
銃
な
ど
の
武
器
を
持

つ
の
か
」「
女
性
や
子
ど
も
た
ち

を
巻
き
込
む
よ
う
な
事
件
は
起
こ

買
い
物
客
ら
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

動
」
に
お
け
る
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
実
施
さ
れ
る
啓
発
活
動
に

協
力
・
参
加
し
た
も
の
で
、
買
い

物
客
ら
に
事
故
防
止
や
車
上
狙
い

に
注
意
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し

た
。

網
野
自
動
車
教
習
所
で
運
転
講
習
を
受
講

さ
な
い
よ
う
に
」
な
ど
の
質
問
や

要
望
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。

　
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
司
令
官
は
、
沖

縄
で
の
勤
務
を
振
り
返
り
、「
事

件
・
事
故
に
つ
い
て
の
重
大
さ
は

十
分
に
理
解
し
て
い
る
。
皆
さ
ん

の
心
配
は
理
解
で
き
る
の
で
、
米

軍
関
係
者
に
は
し
っ
か
り
と
教
育

を
行
う
」「
銃
な
ど
の
武
器
が
基

地
の
外
に
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
は

決
し
て
な
い
」
旨
、答
え
ま
し
た
。

加
え
て
、「
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
交
流

を
深
め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。 　9 月 20 日頃、90 人程度の人員が来丹、今後順次増員する

  （最大 160 人）。当面は峰山町内のホテルを中心に宿泊する。
　（仮称）米軍経ヶ岬通信所の設置に係る安全・安心対策連
   絡会を関係機関および地元住民代表で組織する。
　交通事故・事件の未然防止のため、日本語および日本文化、
　自動車運転などの研修を実施。通勤は、マイクロバス等に
　より、集団で行う。
　万一の事件・事故発生時の通報マニュアルを作成する。
　自賠責保険とあわせ、対人 3,000 万円、対物 300 万円を
　下回らない任意保険に加入する。

※1　防衛省による主な説明事項

①工事関係…引き続き、周辺環境や住民の安全に配慮しながら工事を進めてい   
　ただきたい。必要な情報連絡も前広にお願いする。
②不測の事故防止策…本市の道路は幅員も狭く、片道一車線で、歩道のない道
　路が多い。急カーブも多く、冬季には降雪もある中、子どもたちや高齢者など
　多く歩行や自転車通行をしていることから、自動車走行に当たっては、安全運
　転の徹底をお願いする。また、警察が計画される運転講習は必ず受講いただ
　くことをお願いする。
③事故発生時の損害賠償への配慮…万一の交通事故に備えるため、軍人はもちろ
　ん、軍属も含めて十分な内容で、制度的かつ実効ある措置をぜひともお願いする。
④緊急の停波…ドクターヘリ、海難救助ヘリ等が運行する緊急時においては、当
　局からの要請等に応じ必要な停波については、確実にお願いする。
⑤安全・安心のまちづくりについて…本年２月、京丹後警察署、京都府、関係団体、
　住民の皆さんとともに「京丹後安全・安心まちづくり宣言」を発出し、防犯意
　識と交通マナーの向上に努め、日本で第一級の安全で安心を感じられる住みよ
　いまちづくりに取り組んでいる。新たな住人となった皆さんにも、住人として
　この運動に加わっていただき、京丹後の生活者としての仲間、よき隣人として
　ますます住みよい、日本で第一級の安全で安心なまちづくりを共に育んでいけ
　るよう、誓い合いたい。

※２　米軍への主な要望事項
　（抜粋：詳細は、市ホームページ内「X バンド・レーダー配備計画 関連情報」に掲載）

基
地
で
同
様
の
講
習
会
を
開
く
の

は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　
通
信
所
を
指
揮
す
る
ジ
ェ
イ
ソ

ン
・
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
司
令
官
は
冒

頭
、「
わ
れ
わ
れ
は
良
き
隣
人
で

あ
り
、
尊
敬
を
受
け
る
地
域
の
一

員
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
訓
示
し
、
自
身
も
先
頭
に
立
っ

て
受
講
し
ま
し
た
。
受
講
後
、
司

令
官
は
、「
市
内
の
道
路
は
急
カ
ー

ブ
や
狭
い
道
が
多
い
の
で
、
し
っ

か
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
み
た

い
。
運
転
技
術
が
未
熟
な
も
の
に

は
運
転
は
さ
せ
な
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
後
も
事
件
・
事
故

の
未
然
防
止
、
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
、
継
続
的
に
会

議
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

PICK-UP ／ 活動紹介

米軍経ヶ岬通信所の責任者、ジェ
イソン・オルブライト司令官

教習車による運転講習の様子（網野自動車教習所で）

買い物客へ交通安全を呼びかける
オルブライト司令官

ジェイソン・オルブライト司令官および防衛省に対し、住民の安
全・安心な暮らしを守るため、万全な対応を切望する中山市長

オルブライト司令官に武器の保有について質問する出席者
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市
で
は
、
市
制
10
周
年
を
記
念

し
て
企
画
し
た
、
原
動
機
付
自
転

車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
デ
ザ

イ
ン
が
こ
の
ほ
ど
決
定
し
ま
し
た
。

　
公
募
に
よ
り
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
35
点
の
中
か
ら
、
冬
の
カ
ニ
と

丹
後
町
の
名
勝
立
岩
を
描
い
た
田

中
康
夫
さ
ん
（
峰
山
町
）
の
作
品

を
最
優
秀
賞
に
選
定
し
ま
し
た
。

　

新
旧
プ
レ
ー
ト
は
選
択
制
と

し
、
希
望
者
に
は
旧
プ
レ
ー
ト
と

無
料
で
交
換
し
ま
す
。

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
が
決
定

交通

冬
の
味
覚
カ
ニ
、
名
勝
立
岩
な
ど

上
下
水
道
事
業
審
議
会
が
中
山
市
長
に
答
申

市民生活

水
の
安
定
供
給
に
負
担
増
は
や
む
を
得
な
い

　
平
成
35
年
度
を
目
標
年
次
と
す

る
「
京
丹
後
市
水
道
事
業
基
本
計

画
」
の
見
直
し
に
お
い
て
、
今
後

も
人
口
減
に
よ
る
料
金
収
入
の
減

少
が
続
き
、
さ
ら
な
る
収
支
悪
化

が
見
込
ま
れ
る
中
、
こ
れ
に
対
応

し
効
率
的
で
持
続
可
能
な
事
業
運

営
を
図
る
た
め
の
経
営
改
善
策
に

つ
い
て
「
京
丹
後
市
上
下
水
道
審

議
会
」（
髙
野
繁
一
会
長
）
に
諮

問
し
ま
し
た
。

　
同
審
議
会
は
、
浄
水
場
の
統
廃

合
や
施
設
管
理
費
の
縮
減
策
を
盛

り
込
ん
だ
市
策
定
の
「
京
丹
後
市

水
道
事
業
経
営
計
画
（
案
）」
の

内
容
を
審
議
し
、
10
月
３
日
、
中

山
市
長
に
答
申
。
髙
野
会
長
は
、

「
計
画
は
妥
当
と
判
断
す
る
が
、

そ
れ
で
も
多
額
の
収
支
不
足
が
生

じ
る
見
込
み
で
あ
り
、
さ
ら
な
る

利
用
者
負
担
は
や
む
を
得
な
い
」

と
述
べ
た
う
え
で
、
適
正
な
利
用

者
負
担
を
考
え
る
と
、
３
年
程
度

で
見
直
し
を
行
う
べ
き
と
付
け
加

え
ま
し
た
。

「
シ
ル
ク
の
ま
ち
づ
く
り
市
区
町
村
協
議
会
」
総
会
　
群
馬
県
富
岡
市
で
開
催

商工業

絹
産
業
に
夢
を
！
世
界
文
化
遺
産
の
地  

富
岡
で
決
意
新
た
に

　
シ
ル
ク
を
生
か
し
た
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
む
自
治
体
に
よ
る

「
シ
ル
ク
の
ま
ち
づ
く
り
市
区
町

村
協
議
会
」（
事
務
局・京
丹
後
市
）

の
平
成
26
年
度
総
会
が
、
８
月
25

日
、
群
馬
県
富
岡
市
役
所
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
に
は
、
同
会
に
加
盟
す
る

自
治
体
の
市
長
や
担
当
者
ら
22
人

が
出
席
。「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産

業
遺
産
群
」
の
世
界
文
化
遺
産
登

録
を
踏
ま
え
、
国
産
シ
ル
ク
の
継

承
に
向
け
、
一
層
の
支
援
を
求
め

る
要
望
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と

な
ど
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
長
を
務
め
る
中
山
市
長
は
、

「
絹
に
ゆ
か
り
を
持
つ
地
域
と
し

て
、
絹
遺
産
群
の
世
界
遺
産
登
録

は
わ
が
事
の
よ
う
に
う
れ
し
か
っ

た
。
こ
れ
を
礎
に
し
て
全
国
会
員

自
治
体
の
絹
産
業
や
文
化
の
発

展
、
創
造
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
総
会
で
は
、
茨
城

県
結
城
市
や
鹿
児
島
県
奄
美
市
な

ど
い
ず
れ
の
加
盟
自
治
体
で
も
技

術
継
承
や
需
要
の
掘
り
起
こ
し
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
京
丹
後
市
か
ら
は
、
国
の
地

域
活
性
化
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
選

定
を
う
け
、
健
康
・
医
療
分
野

も
視
野
に
入
れ
た
新
た
な
シ
ル

ク
産
業
の
創
造
に
取
り
組
む
こ

と
を
報
告
。
大
学
と
連
携
し
、

無
菌
・
無
人
・
周
年
・
人
工
飼

料
に
よ
る
新
し
い
養
蚕
シ
ス
テ

ム
の
研
究
事
業
、
遺
伝
子
組
換

カ
イ
コ
の
研
究
事
業
な
ど
、
絹
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会議の冒頭、開会あいさつを述べる中山
会長（京丹後市長）

　
地
方
分
権
・
地
域
主
権
が
叫
ば

れ
、
自
治
体
の
主
体
性
や
自
立
性

が
問
わ
れ
る
現
在
、
人
間
が
求
め

る
一
番
普
遍
的
な
価
値
観
と
言
え

る
「
幸
せ
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
中

心
軸
に
据
え
た
施
策
を
展
開
す
る

に
当
た
り
、
そ
の
規
範
と
な
る
条

例
（
住
民
総
幸
福
の
ま
ち
づ
く
り

条
例
（
仮
称
）
の
制
定
に
つ
い
て
）

に
つ
い
て
諮
問
を
し
て
い
た
「
京

丹
後
市
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」（
後

藤
久
和
会
長
）
か
ら
10
月
３
日
、

住
民
総
幸
福
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
　
ま
ち
づ
く
り
委
が
賛
同

まちづくり

趣
旨
、
総
合
的
で
丁
寧
な
内
容
を
評
価

　
新
プ
レ
ー
ト
は
、
来
年
１
月
か

ら
交
付
予
定
で
、
手
続
き
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
お
し
ら
せ
版
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中
山
市
長
へ
答
申
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
後
藤
会
長
は
、
既
存
の
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
や
第
２
次
総
合

計
画
と
の
整
合
性
／
多
種
多
様

で
千
差
万
別
の
価
値
観
と
難
解
な

表
現
等
の
整
理
／
地
域
に
お
け
る

「
共
助
」
の
重
要
性
等
／
「
幸
福

度
」
の
調
査
分
析
結
果
の
市
政
や

施
策
へ
の
反
映
、
以
上
４
つ
の
観

点
か
ら
審
議
を
行
っ
た
こ
と
を
説

明
。「
条
例
の
趣
旨
が
、
真
に
住

民
本
位
の
地
方
自
治
を
実
現
し
、

誰
も
が
“
幸
福
”
を
実
感
で
き
る

地
域
社
会
の
構
築
に
向
け
た
も
の

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
市
の
総
合
的

で
丁
寧
な
評
価
を
踏
ま
え
、
賛
同

す
る
」
と
答
申
。
た
だ
し
、「
難

関
な
字
句
や
表
現
を
整
理
す
る
こ

と
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
一
層

の
充
実
な
ど
具
体
的
施
策
の
提
案

等
を
望
む
」
と
述
べ
ま
し
た
。

最優秀賞に選ばれたデザイン

総
合
計
画
審
議
会
が
中
山
市
長
に
答
申

まちづくり

計
画
を
広
く
周
知
し
、
市
民
に
共
有
を

　
第
１
次
京
丹
後
市
総
合
計
画
の

策
定
か
ら
10
年
が
経
過
し
、
こ
の

間
の
社
会
情
勢
の
変
化
や
施
策
の

実
施
状
況
を
踏
ま
え
た
第
２
次
の

計
画
に
つ
い
て
、「
京
丹
後
市
総

合
計
画
審
議
会
」（
小
石
原
範の

り

和か
ず

会
長
）
に
諮
問
。
同
会
で
の
審
議

結
果
に
つ
い
て
10
月
８
日
、
中
山

市
長
へ
答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
石
原
会
長
は
、「
住
み
た
い

ま
ち
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

へ
の
計
画
と
い
う
観
点
で
、
第
１

次
総
合
計
画
の
総
括
を
踏
ま
え
、

10
年
後
の
人
口
フ
レ
ー
ム
や
都
市

機
能
構
想
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を

重
ね
て
き
た
」
と
述
べ
、「
基
本

構
想
に
は
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
飛

躍
的
な
向
上
を
背
景
に
、“
交
流

人
口
”
増
加
に
よ
る
、
ま
ち
の
活

性
化
を
掲
げ
た
」
と
説
明
。
基

本
計
画
で
は
、「
市
長
任
期
と
整

合
性
を
も
っ
た
見
直
し
を
行
う
べ

き
」
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
計

画
を
分
か
り
や
す
く
広
く
周
知

し
、
市
民
に
共
有
さ
れ
て
い
く
こ

と
が
大
切
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

中山市長に答申書を手渡す小石原会長（中央）

産
業
に
携
わ
る
方
に
夢
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
事
業
を
提
案
し
て
い

き
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

　

岩
井
富
岡
市
長
は
、「
富
岡
製

糸
場
で
製
糸
作
業
を
復
活
さ
せ
る

構
想
が
あ
り
、
製
品
加
工
に
は
京

丹
後
を
は
じ
め
、
皆
さ
ん
の
協
力

も
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
産
地
が

連
携
し
た
新
し
い
も
の
づ
く
り
へ

の
意
欲
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
経
済
成
長
戦
略
新
懇
話
会
（
第
８
弾
）」
を
開
催

商工業

二
川
一
男
・
厚
生
労
働
省
医
政
局
長
が
来
丹 

　
京
都
北
部
・
北
近
畿
の
経
済
活

性
化
に
つ
い
て
考
え
る
「
京
丹
後

経
済
成
長
戦
略
新
懇
話
会
」
が
９

月
20
日
、
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
吉
翠
苑

で
開
催
さ
れ
、
府
北
部
地
域
の
事

業
者
や
医
療
関
係
者
ら
約
１
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

京
都
府
自
治
体
病
院
等
開
設

者
協
議
会
等
と
の
共
催
で
８
回

目
。「
地
域
医
療
と
地
方
創
生
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
二ふ

た
が
わ
か
ず
お

川
一
男
厚

生
労
働
省
医
政
局
長
に
よ
る
講

演
な
ら
び
に
同
局
長
を
囲
ん
で
の

「
医
療
・
介
護
関
係
者
懇
談
会
」

が
行
わ
れ
、
医
療
現
場
の
状
況
や

課
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
講
演
で
二
川
局
長
は
、
高
齢
化

等
に
伴
い
、国
の
社
会
保
障
費（
年

金
・
医
療
・
福
祉
）
が
急
増
し
、

一
般
歳
出
の
２
分
の
１
を
占
め
て

い
る
現
状
を
紹
介
。「
費
用
を
抑

制
す
る
に
は
、
健
康
へ
の
関
心
を

持
ち
、
予
防
お
よ
び
健
康
な
体
づ

く
り
へ
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
講
演
終
了
後
、
市
内
の
医
療
・

福
祉
関
係
者
が「
地
域
包
括
医
療・

ケ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
懇
談
。
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
等
に
お
け
る
取
り
組

み
や
展
望
に
つ
い
て
の
報
告
や
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
発
言
し
た
髙
木
智
久
丹

後
保
健
所
長
は
、「
高
齢
化
の
進

む
地
域
、
医
師
が
大
変
少
な
い
状

況
の
中
で
、
市
内
の
病
院
は
考
え

ら
れ
な
い
よ
う
な
努
力
を
も
っ
て

医
療
に
従
事
し
て
お
ら
れ
、
京
都

府
と
し
て
自
慢
の
病
院
で
あ
る
」

こ
と
や
、「
医
療
・
介
護
の
現
場

が
血
の
に
じ
む
よ
う
な
努
力
を
重

ね
て
医
療
・
介
護
の
連
携
を
な
し

え
て
い
る
」
と
述
べ
、
高
齢
社
会

講演を行う二川一男さん

　
　
　

市
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協
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が
現
実
と
な
っ
て
い
る
こ
の
よ
う

な
地
域
を
よ
く
見
て
応
援
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
結
び
ま
し
た
。

「地域包括医療・ケア」をテーマに開催した懇談会
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※
用
語
説
明

【
簡
易
水
洗
】
排
泄
物
を
洗
浄
水
で
洗
い
流

し
て
便
槽
に
貯
留
す
る
も
の
。
広
い
意
味

で
は
汲
み
取
り
式
に
含
ま
れ
る
。

【
Ｂ
Ｏ
Ｄ
】
汚
水
中
の
有
機
物
が
好
気
性
微

生
物
の
生
物
化
学
的
反
応
に
よ
っ
て
分
解

さ
れ
る
時
に
消
費
さ
れ
る
酸
素
量
の
こ
と

で
、
数
値
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
汚
濁
し
て

い
る
こ
と
を
示
す
。
生
活
排
水
の
１
日
１

人
当
た
り
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
は
40
㌘
。

　このコーナーは、市の“多文化共生推進プラン”策定に向けた取り組みの中で、“多文化共生”について広く市民
の皆さんにご理解いただくため、シリーズでお届けしているものです。現在、日本人と外国人双方が言語や習慣、
文化の違いを受け入れ、互いの多様性を認め合う「多文化共生社会」の実現に向けた環境づくりが進められてい
ます。全ての市民の人権が尊重され、誰もが地域社会に参画し、共に幸せになる社会について考えてみましょう。

Vol.2

企画政策課   ☎６９‐０１２０

　平成２４年に内閣府が日本人 3000 人を対象に行った調査の結果（下表）からは、多くの外国人が、日本
人からアイデンティティーを受け入れられていない状況がうかがえます。

   外国人が日本で暮らす際に
　　  　　　　直面する３つの “ 壁 ”
１. こ と ば の 壁 ：日本語が理解できないことや情
報が正確に伝わらないことにより、誤解が生じるこ
とがあります。 
２. 制 度 の 壁 ：生活する上での制度を知らない、
理解していないことなどを理由に必要なサービスを
受けていない人もいます。※ 
３. こ こ ろ の 壁 ：文化や生活習慣の違いなどから
距離を置いたり、コミュニケーションが不足したりし
てしまう場合があります。

内閣府「人権擁護に関する世論調査」（平成24年8月）

ち が い を 豊 か さ へ

すべての人の人権を大切に

シリーズ

下
水
道
の
す
ご
い
力

　
私
た
ち
の
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
「
水
」。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
と
生
活
環
境
の
向
上
の
た
め
に
整
備
す
る

「
下
水
道
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
各
種
事
業
や
支
援
制
度
な
ど
に
つ

い
て
、
さ
ま
ざ
ま
角
度
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

Vol.4

　
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
ト
イ
レ
は
必
要

不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
ト
イ
レ
に
は
大
き

く
分
け
て
２
種
類
（
水
洗
ト
イ
レ
・
汲
み
取

り
式
ト
イ
レ
）
が
あ
り
ま
す
。
快
適
な
生

活
を
求
め
て
設
置
す
る
水
洗
ト
イ
レ
に
は
、

色
々
な
種
類
と
方
法
が
あ
り
、
そ
の
水
洗
化

の
方
法
に
よ
っ
て
は
、
海
や
川
の
汚
染
に
つ

な
が
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ご存知ですか？下水道接続支援制度（その④）

【公共下水道使用料の減額制度】
　浄化槽から公共下水道に切り替えた世帯は、
　　　１年間は、毎月の下水道使用料が基本料金（767 円）のみで使用できます。

～
き
れ
い
な
海
や
川
を
未
来
へ
～
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下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

＜対象条件など＞
（１）平成 27 年６月 30 日までの接続であること。
（平成 24 年 7 月 1 日以降に供用開始された区域に
ついては、その日から 3 年以内の接続であること）

（２）市内に本社・本店のある指定工事業者を利用
した工事であること。
※その他、市税等の滞納がないことなどの対象条
件もありますので、詳しくはお問い合わせください。

ト
イ
レ
の
汚
水
処
理
方
法
と

生
活
雑
排
水
の
ゆ
く
え

普及推進・料金課　☎６９‐０５4０

　
今
回
は
、そ
の
水
洗
化
の
方
法
３
種
類（
公

共
下
水
道
・
合
併
浄
化
槽
・
単
独
浄
化
槽
）

及
び
、
汲
み
取
り
式
ト
イ
レ
（
簡
易
水
洗
※

含
む
）
の
汚
水
処
理
方
法
と
生
活
雑
排
水

の
ゆ
く
え
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
及
び
合
併
浄
化
槽
は
ト
イ

レ
の
汚
水
を
含
む
す
べ
て
の
生
活
雑
排
水
を

処
理
し
、
汚
濁
物
質
量
（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
※
）
は
７

～
10
％
以
下
に
減
少
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
処

理
施
設
は
除
去
率
が
高
い
（
90
％
以
上
）
た

め
、
排
水
汚
濁
を
10
分
の
１
以
下
に
減
少
さ

せ
て
河
川
等
へ
放
流
し
ま
す
。

　
き
れ
い
に
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
側
溝

な
ど
に
汚
れ
た
水
が
溜
ま
ら
ず
、
蚊
や
ハ
エ

の
発
生
な
ど
を
抑
制
で
き
る
他
、
悪
臭
を
防

ぐ
こ
と
も
で
き
、
ま
ち
を
き
れ
い
に
保
つ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
汲
み
取
り
し
尿
（
簡
易
水
洗
含
む
）
は
、

竹
野
川
衛
生
セ
ン
タ
ー
等
で
処
理
さ
れ
る

た
め
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
は
１
㌘
以
下
に
減
少
し
ま
す

が
、
生
活
雑
排
水
は
処
理
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
結
果
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
合
計
は
28
㌘
と
な
り
、
約

70
％
が
未
処
理
の
ま
ま
放
流
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、
単
独
浄
化
槽
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
除
去

率
は
65
％
以
上
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
水
洗

ト
イ
レ
の
汚
水
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
13
㌘
）
は
５
㌘
に

減
る
だ
け
で
す
。

　

さ
ら
に
、
汲
み
取
り
式
ト
イ
レ
と
同
様

に
生
活
雑
排
水
は
処
理
さ
れ
な
い
の
で
、

Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
合
計
は
32
㌘
と
な
り
、
約

80
％
が
未
処
理
の
ま
ま
放
流
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
「
水
洗
ト
イ
レ
」

と
思
わ
れ
て
い
る
も
の
で
も
、
種
類
に

よ
っ
て
、
川
や
海
を
汚
し
水
質
を
悪
化

さ
せ
て
い
ま
す
。
汚
し
て
し
ま
っ
た
水

は
、
き
れ
い
に
し
て
自
然
に
戻
さ
な
い

と
衛
生
的
な
生
活
も
美
し
い
自
然
も
守

れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
生
活
環
境
は
も

ち
ろ
ん
、
川
や
海
の
生
物
の
た
め
に
も
、

必
ず
下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
。

差別的な言動をされること

結婚等で周囲から反対を受けること
宿泊施設、店舗等への入店や施設利用を拒否されること
特にない・わからない

じろじろ見られたり、避けられたりすること

職場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること

就職の際や職場で不利な扱いを受けること
アパート等への入居を拒否されること

風習や習慣等の違いが受け入れられないこと

0　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　20　　　　　　 　　　30　　　　　　　　　　40

　Ｑ．現在、日本に居住している外国人に関し、どのような人権問題が起きていると思いますか？
複数回答（％）

（※）外国人市民も地方自治法上の「住民」です。また、日本
が批准している「国際人権規約」「人種差別撤廃条約」等に
示されているように、外国人も基本的に日本人と同等の行政
サービスが受けられるようにすることが求められています。

　 10/28（火）

 京丹後市役所２階 201 会議室

入場
無料

多文化共生で
持続可能な地域づくりを

 
13：30 ～ 15：30

ＮＰＯ法人多文化共生センター大阪代表理事の
田村太郎氏が、文化の違いを認め合いながら共
に生きていくことの重要性など、多文化共 生の
地域づくりについて講演します。
京丹後市国際交流協会（企画政策課内）
☎ 69-0120

この事業は、宝くじの助成金で行います。

参加して、他国との違いを知ろう！
　京丹後市国際交流協会では、日本と外国の違い
を理解してもらうことを目的に、国際理解教室や各
種講演会などを開催しています。

（34.8％）
（25.9％）

（24.9％）
（15.9％）

（15.0％）
（12.9％）

（12.5％）
（6.3％）

（34.8％）

講演  田村太郎氏　特に、単独浄化槽の場合は BOD 除去率が悪
く、約 35％の汚水が処理されないまま台所・風呂・
洗濯の排水と一緒に側溝などに流れて
しまうため、環境への負荷が大きいで
す。環境のためにも、この制度を利用
して積極的に下水道に接続しましょう！

公
共
下
水
道
、
合
併
浄
化
槽
の

処
理
で
Ｂ
Ｏ
Ｄ
10
％
以
下
に

水がキレイ～♪

水が汚いと、
稲や野菜も育たないよ

単
独
浄
化
槽
、
汲
み
取
り
式
は

Ｂ
Ｏ
Ｄ
70
％
残
留

多文化共生のすすめ

2014.11 202014.1121

イラスト出典：環境省
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市
で
は
、
８
月
か
ら
市
内
の
保

育
所
と
幼
稚
園
、
９
月
か
ら
は
小

学
校
、
中
学
校
の
給
食
生
ご
み
の

分
別
回
収
に
着
手
し
、
市
エ
コ
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
で
の
資
源
化

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
一
部
の
学
校
で
は
、
液
肥
で
栽

培
し
た
特
別
栽
培
米
「
環
の
ち
か

ら
」
が
学
校
給
食
で
提
供
さ
れ
る

環
ぢ
か
ら
通
信

環
境
学
習
に
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す

給
食
生
ご
み
の
資
源
化
に
着
手

幼稚園や保育所（こども園を含む）を利用

する場合に、市から保育の必要性や教育・

保育の必要量などの認定を受ける必要があ

り、利用のための手続きが変わります。

　
生
ご
み
を
原
料
と
す
る
液
肥
が
市
内
農
地
で
利
用
さ
れ
、
液
肥
利
用
農

作
物
「
環
の
ち
か
ら
」
が
市
内
一
般
家
庭
や
学
校
給
食
で
消
費
さ
れ
る
と
い

う
資
源
の
循
環
が
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
本
市
が
進
め

る
資
源
循
環
の
取
り
組
み
を
、
環
境
学
習
の
観
点
か
ら
お
伝
え
し
ま
す
。 Vol.5

な
ど
、
資
源
循
環
の
環
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
12
日
に
吉
野
小
学

校
の
４
年
生
15
人
が
、
９

月
17
日
に
峰
山
中
学
校
の

１
年
生
17
人
が
市
エ
コ

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
を

訪
れ
、
生
ご
み
か
ら
メ
タ

ン
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
、
同

ガ
ス
を
燃
料
に
ガ
ス
エ
ン

ジ
ン
を
動
か
し
て
発
電
す

る
仕
組
み
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

吉
野
小
の
見
学
時
に

は
、
セ
ン
タ
ー
職
員
が
、
資
源

化
の
工
程
を
説
明
す
る
際
に
、

生
ご
み
を
“
食
べ
物
”、
発
酵

に
よ
っ
て
発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ

ス
を
“
お
な
ら
”
に
例
え
る
な

ど
分
か
り
や
す
く
表
現
し
た
こ

と
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
興

味
津
々
。「
ジ
ュ
ー
ス
も
資
源
化

　

生
ご
み
の
資
源
化
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
地

域
（
地
区
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
生
ご
み
の
分
別

に
ご
協
力
い
た
だ
く
意
思

の
あ
る
世
帯
が
10
世
帯
程

度
あ
れ
ば
参
加
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

環
境
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
課

　
　
　
☎
６
９
‐
０
４
８
０

生
ご
み
資
源
化

 

実
施
地
域
募
集
中
!!

で
き
ま
す
か
」「
液
肥
は
何

に
使
っ
て
い
ま
す
か
」
な
ど

次
々
に
質
問
し
、
同
職
員
か

ら
「
糖
分
の
あ
る
ジ
ュ
ー
ス

は
資
源
化
で
き
ま
す
」「
液
肥

は
市
内
の
田
ん
ぼ
や
畑
で
肥

料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
」

な
ど
と
回
答
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
数
日
前
に

峰
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を

訪
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
焼
却
処
分
さ
れ
て

い
た
給
食
調
理
の
際
の
生
ご

み
な
ど
が
、
電
気
や
液
肥
と
し

て
資
源
化
さ
れ
て
い
る
と
の
説

明
を
、
食
い
入
る
よ
う
に
聞
い

て
い
ま
し
た
。

　

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

は
常
時
見
学
が
可
能
と
な
っ
て

お
り
、
市
内
外
か
ら
毎
年
多
く

の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
平
成

25
年
度
は
、
海
外
の
方
も
含
め

延
べ
４
６
９
人
の
方
が
施
設
を

訪
れ
ま
し
た
。
ど
な
た
で
も
無

料
で
見
学
で
き
ま
す
の
で
、
地

区
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
も
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

見
学
は
、
事
前
の
予
約
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
が

　
　
　
資
源
化
を
体
感

エ
コ
エ
ネ
セ
ン
タ
ー
を

　
　
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か

　バイオガス発電の設備（左写真）や、発
電の工程で作られる液肥の特徴（下写真）
などについて説明を受ける吉野小児童たち

　全国的に急速な少子化や待機児童問題などが深刻化する中、就学前までのお子さんの教育
と保育の充実や、地域の子ども・子育て支援を合わせて進めていくために「子ども・子育て支援
制度」がスタートします。新制度では、市が主体となり、幼稚園・保育所（こども園を含む）の
教育や保育のほか、地域のさまざまな子育て支援の量の拡充や質の向上を進めます。このコー
ナーでは、新制度の概要をシリーズでお伝えします。

①ひとり親家庭であること
②生活保護世帯（就労による自立支援に繋がる場合等）
③主として生計を維持する者の失業により、就労の必要
性が高い場合
④虐待を受けるおそれがある状態その他社会的養護が
必要な状態にあること

⑤子どもが障害を有する場合
⑥保護者が育児休業から復職し、又は復職する予定で
あること
⑦兄弟姉妹が同一の保育所等の利用を希望する場合
⑧地域型保育事業による保育を受けていたこと
⑨市長が上記の状態に類すると認める場合

「子ども・子育て支援新制度」がスタート

新制度になると、

何が変わるの？

認　定　区　分

2・3 号以外のお子さん
（家庭での保育が可能）

保育が必要なお子さん
（保護者の就労等により家庭での保育が困難）

3 ～５歳（就学前） 1 号認定 ２号認定

0 ～ 2 歳 ― ３号認定

利用施設 幼稚園 保育所

保育所に通わせ

たいのだけど、認

定を受けないとい

　　けないの？

はい。下の表の基準で認定を行い、認定に

したがって幼稚園や保育所（こども園を含

む）に入学・入所していただくことになり

ます。保育所に入所するためには、2 号ま

たは３号認定を受ける必要があります。

● 2 号・３号認定は、「保育の必要性」の有無で判定されます（以下の表）。

● 「保育の必要性」がある場合でも、保護者が幼稚園のみを希望する場合は１号認定となります。

● 2 号・３号認定を受けた場合でも、保護者の労働時間により保育時間は異なります（8 時間または１１時間）

①１月当たり４８時間以上の労働に従事
②妊娠中であるか又は出産後間がない
③保護者が疾病・障害を有している
④同居の親族を常時介護している
⑤震災、風水害、火災等の災害復旧に当たっている
⑥求職活動を継続的に行っている

⑦就学している（職業訓練校等における職業訓練を含む）
⑧虐待やＤＶのおそれがある
⑨育児休業取得時に既に保育を継続利用している子ども
がいる
⑩市長が上記の状態に類すると認める場合

新制度における「保育の必要性」の事由

● 希望する保育所等が定員を超える場合は、「優先保育の基準」に基づいて判定します（以下の表）。

「優先保育の基準」

● ご不明な点がありましたら、お気軽にお問い合わせください

● 次号では、幼稚園・保育所の利用手続きについてお伝えします

　　子ども未来課
　　　☎６９‐０340

①

222014.112014.1123
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つながりの中に学びを育む
　市教育委員会は、平成 24 年 11 月に策定した「京丹後市の学校教育改革構想　～子
どもたちの育ちと指導の一貫性をめざして」を基に、「小中一貫教育」を平成 26 年度
から順次導入し、平成 28 年度には全ての小中学校において実施することとしています。

「小中一貫教育」の内容や学校の取り組みについて、シリーズで紹介します。

京丹後市の学校教育改革、「小中一貫教育」を柱に

①

　
本
年
度
４
月
か
ら
峰
山
中
学
校

区
と
網
野
中
学
校
区
が
、
小
中
一

貫
教
育
実
施
校
と
し
て
、
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
峰
山
学
園
※

で
実
践
さ
れ
て
い
る
中
学
校
教
諭

に
よ
る
小
学
校
へ
の
乗
り
入
れ
授

業
に
つ
い
て
、
小
中
連
携
加
配
教

員
※
の
野
口
友
里
教
諭
に
、
そ
の

様
子
を
伺
い
ま
し
た
。

　
野
口
教
諭
は
、
峰
山
中
学
校
の

保
健
体
育
科
教
諭
で
す
が
、
昨
年

度
は
長
岡
小
学
校
、
今
年
度
は
峰

山
小
学
校
の
体
育
の
授
業
を
受
け

持
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
小
学
校
で
の
授
業
に
当
た
っ

て
大
事
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
何

で
す
か
？

野
口
教
諭
「
中
学
校
で
の
学
習
を

小中一貫教育が峰山中学校区・網野中学校区で本格的に始まりました

学
校
教
育
課

　
　
☎
６
９
‐
０
６
２
０

見
通
す
と
、
こ
れ
だ
け
は
小
学
校

の
う
ち
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
逆
さ

感
覚
を
十
分
に
つ
け
て
お
く
こ
と

は
、
マ
ッ
ト
運
動
や
鉄
棒
運
動
な

ど
で
美
し
い
演
技
が
で
き
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
だ
体
が
小

さ
い
小
学
生
の
段
階
で
楽
し
み
な

が
ら
、
こ
の
感
覚
を
つ
か
ま
せ
る

こ
と
が
大
事
で
す
。
中
学
生
の
実

態
を
ふ
ま
え
て
指
導
の
重
点
を
考

え
て
い
ま
す
」

Ｑ　
小
学
校
の
先
生
方
と
は
ど
の

よ
う
な
話
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

野
口
教
諭
「
授
業
終
了
後
に
授
業

の
流
れ
や
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
が
ど

う
で
あ
っ
た
か
、
児
童
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
の
仕
方
に
つ
い
て
、

よ
か
っ
た
点
や
改
善

点
を
話
し
合
っ
て

い
ま
す
。
小
学
校

の
先
生
方
が
熱
心

に
指
導
方
法
に
つ
い
て
研

究
さ
れ
て
い
る
の
を
感
じ

ま
す
。
質
問
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
求
め
ら
れ
た
時
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
ち
ら

も
気
付
い
た
こ
と
や
感
じ

▶
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
る
玉
置
英
人
教
諭

中
学
校
教
員
の
小
学
校
乗
り
入
れ
授
業
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
中
連
携
を
強
化

た
こ
と
を
積
極
的
に
伝

え
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
」

Ｑ　
子
ど
も
た
ち
の
様
子
は
ど
う

で
す
か
？

野
口
教
諭
「
と
て
も
意
欲
的
に
学

習
を
し
て
い
ま
す
。
１
学
期
は
運

動
会
に
向
け
て
リ
レ
ー
の
バ
ト
ン

パ
ス
の
学
習
を
し
ま
し
た
。『
こ

う
し
な
さ
い
』
と
指
導
す
る
の
で

は
な
く
、
ど
う
す
れ
ば
速
く
な
る

の
か
を
子
ど
も
た
ち
に
考
え
さ
せ

る
こ
と
を
大
事
に
し
ま
し
た
。
世

界
陸
上
の
映
像
を
見
せ
、
自
分
た

ち
と
比
べ
さ
せ
な
が
ら
気
付
き
や

意
見
を
出
し
合
わ
せ
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
こ
ち
ら
の
予
想
を
超

え
た
鋭
い
気
付
き
を
発
言
す
る

こ
と
も
あ
り
驚
き
ま
し
た
。
最
終

的
に
バ
ト
ン
パ
ス
と
テ
イ
ク
オ
ー

バ
ー
ゾ
ー
ン
の
使
い
方
に
着
目
し

て
練
習
し
、
運

動
会
で
は
そ
の

成
果
を
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」

Ｑ　

児
童
を
指
導
す
る
上
で
気

を
付
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？

野
口
教
諭
「
小
学
校
で
の
指
導
の

際
に
は
、
言
葉
の
選
び
方
に
気
を

付
け
て
い
ま
す
。
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る
時
も
な
る
べ
く
分
か
り
や
す

い
言
葉
で
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
中
学
校
で
は
専

門
的
な
用
語
も
使
い
ま
す
の
で
、

中
学
校
で
の
学
習
に
つ
い
て
紹
介

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

学
習
内
容
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

た
ち
の
気
に
な
る
言
動
に
つ
い
て

も
小
学
校
の
先
生
に
伝
え
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
」

Ｑ　
今
後
の
指
導
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
す
か
？

野
口
教
諭
「
今
後
も
小
学
校
と
中

学
校
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

年
度
の
中
学
校
の
入
学
式
の
際
、

新
入
生
の
多
く
が
と
て
も
緊
張
し

て
い
る
中
、
昨
年
度
指
導
し
た
長

岡
小
学
校
出
身
の
生
徒
は
私
の
顔

を
見
る
と
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
て
笑
顔

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
、

と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た

し
、
小
学
校
で
指
導
す
る
こ
と
で

生
徒
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る

こ
と
は
、
体
育
と
い
う
科
目
だ
け

で
な
く
中
学
校
生
活
全
体
の
生
徒

指
導
に
と
っ
て
も
有
用
に
な
る
と

感
じ
ま
し
た
」

　
野
口
教
諭
が
授
業
を
行
っ
て
い

る
峰
山
小
学
校
６
年
の
学
級
担
任

で
あ
る
玉
置
英
人
教
諭
に
も
、
取

り
組
み
の
状
況
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。
ま
た
児
童
か
ら
授
業

の
感
想
を
聞
き
ま

と
め
ま
し
た
。

Ｑ　

中
学
校
教

員
が
指
導
に
入
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
か
？

玉
置
教
諭
「
小
学
校
教
員
に
は
な

い
専
門
性
が
大
き
な
魅
力
で
す
。

体
育
科
の
授
業
で
い
う
と
、
身
体

の
構
造
や
い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ
に

基
づ
く
資
料
等
を
活
用
し
て
指
導

し
た
り
、
高
度
な
技
術
を
教
え
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
子

ど
も
た
ち
の
意
欲
も
高
ま
っ
て
い

ま
す
」

Ｑ　

中
学
校
の
先
生
が
小
学
校

で
指
導
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
課

題
と
感
じ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

玉
置
教
諭
「
毎
週
の
指
導
に
つ
い

て
、
ゆ
っ
く
り
と
打
ち
合
わ
せ
を

す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
で

す
が
、
授
業
後
に
短
時
間
、
指

導
に
つ
い
て
お
互
い
に
気
付
い
た

こ
と
を
伝
え
た
り
、
メ
ー
ル
等
を

使
っ
て
授
業
内
容
の
確
認
を
し
た

り
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。
小
中
一
貫
教
育
に
よ
っ
て
、

中
学
校
の
先
生
か
ら
よ
り
専
門
的

な
指
導
を
し
て
も
ら
え
る
せ
っ
か

く
の
機
会
で
す
の
で
、
小
学
校
の

教
員
も
一
層
、
中
学
校
の
指
導
方

法
等
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」

▶
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た
峰
山
小

運
動
会
の
リ
レ
ー

  

峰
山
小
の
６
年
生
の
感
想

○
授
業
の
は
じ
ま
り
の
ウ
ォ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
プ
の
仕
方
や
運
動
に

あ
っ
た
く
つ
に
つ
い
て
な
ど
、
知

ら
な
か
っ
た
こ
と
を
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
中
学
に
入
る
ま
で
に

こ
う
い
う
こ
と
が
知
れ
て
よ
か
っ

た
で
す
。

○
リ
レ
ー
の
学
習
で
は
熱
心
に
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
、
走
る
順
番
を
い
ろ
い
ろ
と
変

え
る
こ
と
で
速
く
す
る
こ
と
ば
か

り
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
テ

イ
ク
オ
ー
バ
ー
ゾ
ー
ン
の
使
い
方

や
く
つ
の
歩
幅
を
測
っ
て
ス
タ
ー

ト
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
と
る
方
法

を
教
え
て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
で

す
。

○
体
育
は
苦
手
だ
け
ど
、
中

学
校
で
も
体
育
は
あ
る
か
ら

今
の
う
ち
に
先
生
か
ら
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
が
ん
ば
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

○
中
学
校
で
は
運
動
部
に
入
ろ

う
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
体
力
を

し
っ
か
り
付
け
て
お
き
た
い
で

す
。
小
学
校
で
や
る
こ
と
を
し
っ

か
り
や
っ
て
中
学
校
で
生
か
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　
授
業
で
は
「
中
学
校
で
伸
び
る
た
め
に

　
今
の
う
ち
に
し
て
お
く
こ
と
」
を
大
事
に

※用語説明
【峰山学園】保護者・地域社会への啓発、中学
校区の一体感の醸成を目的につけられた峰山
中学校区の愛称。
【小中連携加配教員】中学校教員の教科の専門
性を生かした授業を、小学校で展開するために
配置された教員でティームティーチングを行う。

　
小
学
校
教
員
に
は
な
い

　
　
　
専
門
性
を
生
か
し
た
授
業
が
魅
力

生涯現役フェスティバル
第7回健康大長寿のさとづくりフォーラム

11月8日（土）　10 時 00 分～15時 45 分
 京都府丹後文化会館大ホール（峰山町杉谷）

◆プログラム◆
10 時 00 分～ 生涯現役！元気アップいきいきステージ
11 時 30 分～ 長寿弁当販売、バザーコーナー、ノルディックウォーク体験コーナー
13 時 00 分～ 吉川敏一京都府立医科大学長 講演
　演題「百歳まで生きる」～健康長寿と生き方の秘けつ～
14 時 00 分～ 京丹後市オリジナル“サザエさん体操”他

 無料　※参加者には「百歳健康長寿の秘訣集」を進呈します
 長寿福祉課（☎ 69-0330）

▶
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
る
野
口
友
里
教
諭

▶
小
学
生
を
指
導
す
る
野
口
教
諭
（
中
央
）

▶
昨
年
の
健
康
大
長
寿
の
さ

と
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
様
子

242014.112014.1125

ガイド



2014.1127

▶
皆
既
月
食
で
赤
銅
色
に
輝
く
月
。
写
真
左
の
建
造
物
は
峰

山
庁
舎
前
に
あ
る
羽
衣
天
女
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
８
日
午
後

７
時
42
分
撮
影
） 　月が地球の影に完全に入り込む、皆既月食が８日

夜、市内各地で観察されました。皆既月食が起きるのは
２０１１年１２月１０日以来のことで、約３年ぶりとなります。
地球の周りにある大気の影響で、太陽の光の内、「青い光」
が拡散され「赤い光」だけが月に届くため、月が 赤

しゃく

銅
どう

色
と呼ばれる赤黒い色に見えるのが特徴。
　今回は、午後７時 25 分から1時間にわたって皆既月食
が見られたこともあり、神秘的な月を一目見ようと軒先に出
たり、公園に足を運んだりする観察者も各地で見られました。
　次に皆既月食が起きるのは、来年４月４日ということです。

　丹後町間人出身の実業家、故・松本重太
郎翁の初めての誕生祭が 10 月 5 日に間人
小学校で開催され、重太郎翁の偉業を顕彰
する関係者ら約 25 人が参加しました。
　松本重太郎 100 年プロジェクト実行委
員会（東和彦代表）が主催。当日は、重太
郎翁の墓石周辺の清掃を行うとともに、重
太郎翁が明治 18 年に間人小学校建築資金
800 円を寄付したお礼として造られた石碑
の除幕式が行われました。
　石碑は、これまで間人小学校内に保管さ
れていましたが、この度、多くの人に見て
もらおうと同小学校舎前にある重太郎翁の
石像の隣に、新調した台座とともに設置さ
れました。
　誕生祭で東代表は、重太郎翁から『学ぶ
こと』『人に任せる度量を持つ』『責任の取
りかた』が大切であると教えられたことや、

「理屈をいわずして実行せよ、傲慢を避けて
温順たれ」など重太郎翁の名言を紹介。「毎年の誕生祭
で重太郎翁を語り継ぎ、地元の元気に結びつけたい」と
思いを語りました。

　10 月 10 日、丹後・地域高規格道路推
進協議会の現地研修会が開かれ、会員約
20 人が完成間近となったトンネル内など
を見学しました。
　現地研修に先立ち、京都府道路公社の
吉岡正男建設事務所長が「皆さんには、
工事の進捗を見ていただきながら平成 28
年度供用開始となる道路の有効利用を考
えていただき、まちの発展に役立ててい
ただきたい」とあいさつしました。
　一行は、工事が進む大宮町内のトンネ
ルや、宮津市内の野田川橋梁に案内され、
工事概要などの説明を受けました。
　参加した宮田知美さんは「完成がとて
も楽しみ。観光誘客に役立てたい」と話していました。

　弥栄町船木地内にある「通り堂」の屋根が 10 月５日、
新たにふき替わり、道行く人の目を楽しませています。
通り堂は、建物の建築資材や、禅勝寺の一の門だったと
の伝承があることから、江戸時代の中期頃に創建された
と考えられています。
　今回のふき替えは約 20 年ぶり。かやぶき職人の手で
行われ、１年間乾燥させた茅

かや

を約２㌧を使用し、約 1 カ
月かけてふき替えを終えました。引き渡しを受けた平田
貞武区長は「代々受け継いできた通り堂を大切に管理し
て、次の世代に残していきたい」と話していました。

通り堂の屋根の葺き替えが完了
「大切に管理し、代々受け継ぎたい」

弥 栄 町
10月5日

▲大宮町内の工事中トンネルの内部を見学し、
説明を受ける参加者たち

秋の夜空に赤銅色の月
皆既月食で神秘的な月がお目見え

市内各地
10月 8日

▲元気な声を響かせながら樽神輿を担ぐ女性たち

三
津
地
区
秋
祭
り
に
“
女
神
輿
”
登
場

出
身
者
な
ど
20
人
、
元
気
に
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
10月12日
網 野 町

スマートフォンなどの端
末を使って右のコードを
読み取ると、動画が再生
されます。※機種等によ
り再生されない場合があ
ります。

三津地区秋祭り
の様子

山
陰
近
畿
自
動
車
道
の
工
事
現
場
を
見
学

大 宮 町
10月10日

会
員
約
20
人
が
参
加
し
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
進
捗
を
確
認

　市内各地で秋祭りが営まれた 10 月 12
日、網野町三津地区では、女性が担ぎ手
を務める「女神

み

輿
こし

」が登場し、「ワッショイ、
ワッショイ」と元気いっぱいに声を響かせ
ました。
　年々担ぎ手や子どもの数が減少する中、
家で留守番するだけだった女性も参加し
て祭りを盛り上げようと、昨年、同区在住
の主婦ら３人が企画。今年は、古くなって
いた樽神輿を新たに製作し、他の地域に
嫁いだ女性や都会に出た出身者にも参加
を呼び掛けました。
　この日は、20 ～ 60 代の女性 20 人が
浴衣で作った法被姿で神輿を担ぎ、男性
の太鼓神輿と共に区内を巡行。八

はち

幡
まん

神社
では、神輿をぶつけ合って子孫繁栄を願
う祭礼「御

お

旅
たび

」にも参加して、男性が担
ぐ神輿に勇ましく女神輿をぶつけて押し合
い、観客を沸かせていました。

　かぶとやま小学校（久美浜町）で 9 月
30 日、公益財団法人鎌倉能舞台による
能楽公演が行われ、児童とその保護者約
200 人が幽玄の世界を堪能しました。
　体育館に設置された舞台では、能楽につ
いての解説が行われた後、狂言「柿

かき

山
やま

伏
ぶし

」
を上演。盗み食いをして見つかり、動物の
ものまねをしてごまかす山伏と畑主の絶妙
な掛け合いに、子どもたちから大きな笑い
声が沸き起こりました。能「安

あ だ ち が は ら

達原 黒
く ろ

頭
がしら

」
では、勇壮な笛や太鼓の音が響く中、鬼女
が逃げる山伏を追い詰める迫力ある演技
が披露されました。その後、狂言師による
ワークショップも行われ、子どもたちは狂
言の姿勢や笑い方などについて学び、日本
の伝統芸能の魅力に触れていました。
　この取り組みは、子どもたちの発想力の向上や将来
の芸術家育成などを目的とした文化庁の「文化芸術に
よる子供の育成事業」として行われたものです。

▲能「安達原 黒頭」の上演に、真剣な表情で見
入る児童たち（かぶとやま小体育館で） 児

童
ら
幽
玄
の
世
界
を
堪
能

か
ぶ
と
や
ま
小
で
「
鎌
倉
能
舞
台
能
楽
公
演
」
9月30日
久美浜町

▲屋根がふき替わり、堂 と々お目見えした通り堂 ▶
松
本
重
太
郎
翁
の
間
人
小
学
校
建
築
資
金
へ

の
お
礼
の
石
碑
を
除
幕
す
る
関
係
者
た
ち

丹 後 町

松
本
重
太
郎
翁
、
初
の
誕
生
祭

墓
石
の
清
掃
や
記
念
碑
の
除
幕
式
を
挙
行
10月5日
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ウオーキングであなたも私も健康に

　

　市では、市民の「自らの健康は自ら守る」という意識を高め、地域ぐるみの健康づくり
を推進するため、“京丹後市健康づくり推進員”を設置してます。推進員は〝歩いてすす
める健康づくり″をスローガンに、各地域でウオーキングを行っています。今回は、ウオー
キングをより身近に進められるよう、ウオーキングのポイントや推進員を中心に作成した
「京丹後市健康ウオーキングマップ」を紹介します。

2014.1129

☆こんなにあるウオーキングの効果☆
　ウオーキングは、「いつでもどこでも」「年齢問わず」「お
金かからず」「簡単」な一番身近な運動ですが、筋力がつく
だけでなく、さまざまな効果があります。また、ウオーキン
グをはじめて 20 分程で、幸福感や快感、やる気を起こさせ
る脳内ホルモンが、40 分もすると、脳を沈めて意識をリラッ
クスさせる脳内ホルモンが出ます。酸素を普段よりも多く取
り込みながら行う運動（有酸素運動）でリズミカルに動くた
め、このような脳内ホルモンの分泌を一層高めてくれます。

☆ウオーキングのポイント☆
　ウオーキングの前後には、ストレッチを行うと効果が高ま
ります。運動強度は、おしゃべりができる程度、汗をうっす
らかく程度が良いでしょう。健康づくりのためには、1日8,000
歩～10,000 歩のウオーキングが有効です。一度でなく朝昼
晩と分割してもＯＫ。合計30 分程度、週 3 回以上できると良
いでしょう。

☆お気に入りのコースで楽しもう☆
　ウオーキングはいつでもどこでも出来ますが、自分のお
気に入りのコースをいくつか作っておくと、楽しみも増えモ
チベーションの維持にも役立ちます。

「
こ
こ
が
大
好
き
　
ふ
る
さ
と
丹
後
」 

作
文
・
提
言
・
エ
ッ
セ
イ
　

　
小
・
中
・
高
校
生
が
、
地
域
の
自

然
・
文
化
・
産
業
等
を
見
つ
め
、
自

分
の
生
き
方
を
展
望
し
な
が
ら
郷
土

愛
を
深
め
て
い
く
機
会
と
し
て
、
地

域
の
素
晴
ら
し
さ
や
ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
気
持
ち
を
表
現
し
た
、作
文（
小

学
校
５
年
生
）、
提
言
（
中
学
校
３

年
生
）、
エ
ッ
セ
イ
（
高
校
生
）
の
作

品
を
募
集
し
ま
し
た
（
７
～
９
月
）。

全
応
募
作
品
１
９
２
４
点
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
優
秀
作
品
の
表
彰
式
と
朗

読
発
表
会
を
11
月
16
日
に
行
い
ま

す
。
同
日
に
は
、「
古
典
に
親
し
み 

古
典
に
学
ぼ
う
※
」
の
発
表
会
も
行

い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
・
ご
近
所
の

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◆
発
表
会
の
概
要

【
日
　
時
】
11
月
16
日
（
日
） 

12
時

30
分
～
16
時
30
分

【
会
　
場
】
与
謝
野
町
立
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
知
遊
館
（
与
謝
野
町
岩
滝

２
２
７
１
）

【
内
　
容
】
○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（
宮
津

高
校
吹
奏
楽
部
）
○
「
こ
こ
が
大
好

き　
ふ
る
さ
と
丹
後
」
作
文
・
提
言
・

エ
ッ
セ
イ
の
表
彰
式 
○
受
賞
者
に
よ

る
作
品
朗
読
発
表 
○
古
典
作
品
暗

唱
朗
読
発
表
会
（
小
・
中
・
高
校
生
）

【
参
加
費
】
無
料

【
定
　
員
】
約
３
５
０
人

　
丹
後
教
育
局
で
は
、「
丹
後
か
ら
未
来
へ
は
ば
た
く
人
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
、
次
代
の
丹
後
地
域
を
支
え
る
児
童
生
徒
の

育
成
に
向
け
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

  　

　丹後広域振興局では、丹後教育局と
連携し、高校生が企画段階から参画す
る地域イベントを開催するなど、地域活
性化に若い力を生かすさまざまな事業
を実施しています。
＜これまでの主な取り組み＞
5 月 阿蘇海フェア（海洋高校）
7 月 海外有名実業家による講演会　　
　　（網野高校）
8 月 福知山豪雨被災地支援ボランティア
　　（管内６校）
　　 府民交流会（宮津高校）
10 月 食と文化の祭典（管内 6 校）

  　

◆ＪＰカレッジ（企業が求める社会人基
礎力を習得）

【日時】① 11/14（金）13：30 ～ 15：
30 ＜情況把握力＞② 11/28（金）13：
30 ～ 15：30 ＜柔軟性＞

【場所】ハローワーク峰山（両日とも）
◆就職・生活相談

【日時】11/20（木）10：00 ～16：00
【場所】峰山総合福祉センター
◆福祉の就職に関する巡回相談

【日時】11/26（水）10：00 ～16：00 
【場所】ハローワーク峰山
　　  

北京都ジョブパーク
就職に関する巡回相談

  北京都ジョブパーク
　　　　　( ☎ 0773-22-3815)

お問い合わせ・ご相談は、健康推進課（☎69-0350）

運動効果を高めるための歩き方●

・安全な道を選ぶ・信号機の少ない道を選ぶ・トイレ休憩
ができる道を選ぶ・人けのない道は避ける・景色の良い道
を選ぶ・メインの目的地を作る・アップダウンのある道を
取りいれる・たまには遠出をして違うルートを！

コース選びのポイント●

　京丹後市健康ウオーキングマップは、第 2 期の健康づくり推進員と一緒に日ごろのウオーキン
グコースの中で、市内のおすすめ 47 コースを実際に歩き、そのうちの12 コースを選定して作成し
ました。推進員の“コース見どころ紹介”やウオーキングの効果を盛り込んだ、手書きのウオーキ
ングマップです。これらのコースは、山陰海岸ジオパークも盛り込んでおり、市内の自然が満喫で
きます。地域でのウオーキング教室やイベントで、推進員と一緒に歩いてくださいね。

▲京丹後市健康ウオーキングマップ

▲地区ウオーキング教室の様子

丹
後
か
ら
未
来
へ
は
ば
た
く
人
づ
く
り　
　
　
　

　
　
ふ
る
さ
と
に
愛
着
・
誇
り
を
持
ち
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
間
に

ＴＯＭＯＲＲＯＷ丹後
プロジェクト

京都府では、「海の京都」をキー
ワードに、府北部地域の魅力的
な観光まちづくりを進めています

昨年の発表会の様子

 
 

京
都
府
丹
後
教
育
局

 （
☎
０
７
７
２ - 

22-

２
１
７
５
）

※
古
典
の
日
推
進
事
業
の
一
環
で
、
児

童
生
徒
が
古
典
に
親
し
む
こ
と
に
よ
り
、

古
典
特
有
の
こ
と
ば
の
美
し
さ
を
感
じ

な
が
ら
、
言
語
力
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
ふ
る
さ
と
丹
後
に
誇
り
を
持
ち
、

大
切
に
思
う
気
持
ち
を
育
て
る
機
会
と

す
る
た
め
の
発
表
会
。

  企画振興室（☎ 62-4300)

京 都 府 で取り組 んで い
る市民 生 活にかかわる
事 業 などについて紹 介
しています。

今年４月、福
知山に

リニューアル
！

これまでの優秀作品記録集

・心臓や肺の機能が強くなる・骨が強くなる・筋力がつく・血行
が良くなる・持久力が高まる・脳が活性化する・ストレス解消・
ダイエット効果

ウオーキングの効果●

服装：動きやすい薄手のもので、体温調節できるもの。シュー
ズ：かかとのあまり高くなく、靴底の高低差が少ないもので屈
曲性のあるもの。足の指先や足首が自由に動かせるもの。紐で
締めるタイプのものがよい。その他：水分・タオル・帽子も準備。
万歩計は、モチベーションアップと継続に！

ウオーキンググッズの選び方●

●京丹後市健康ウオーキングマップを参考に



文化
丹後
de

ぶんか TOPICS

ぶんかでたんご

　丹後２市２町在住の愛好家が創作した美術作品を一堂
に展示する、平成26年度丹後文化芸術祭「第25回丹
後美術工芸展」（丹後文化芸術祭実行委員会主催）が９
月26日から28日の間、大宮社会体育館で開かれました。
３日間で延べ580人が会場を訪れ、ゆっくりと芸術鑑賞
を楽しみました。
　今年は、106人が洋画と日本画、写真、陶芸の４部門
に116点を出品。実行委員会による審査の結果、猪股
美春さん（網野町）が出品した日本画「記憶の土」が最
優秀賞の京都府知事賞を受賞しました。優秀賞の京都府
丹後広域振興局長賞には、上羽恵美子さん（峰山町）の
洋画「美山」、笠次進さん（峰山町）の写真「富士秀麗」、
吉岡勲さん（峰山町）の陶芸「メダカ鉢」が選ばれました。

芸術の秋彩る力作116点一堂
　第25回丹後美術工芸展開催

上／風景画に見入る来場者たち　下左／会場に並ぶ陶芸作品
下右／最優秀の京都府知事賞を受賞した日本画「記憶の土」

舞
台
上
で
変
化
す
る

表
情
に
魅
せ
ら
れ
て

能
面

田中 巌
こ う

月
げ つ

 さん（56）

大宮町周枳在住。今年９月に滋賀県大
津市で開催された能面公募展では、
全国の能面師の中から田中さんの作
品が採用され、来年2月の「第4回能
面公募公演」の舞台で使用されます。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
文
化
活
動
で
人
生
を
楽
し
む

皆
さ
ん
に
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ぶ
ん
か
手
帳 

＃
12

▲自宅の作業場で面の彩色を行う田中さん

前野 澄
す

煌
おう

ちゃん（男の子）
９月生まれ・3,098㌘
母：恵利さん　父：洋一さん

寺下 美
み

衣
い

ちゃん（女の子）
９月生まれ・2,716㌘
母：美帆さん　父：貴大さん

生まれてきてくれてありがとう
　このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃん誕生の瞬間を喜ぶご家族の姿を紹介します。
ご応募いただいた全ての方を掲載しています。どしどしご応募ください。
　詳しくは秘書広報広聴課「生命の絆」係まで  ☎ 69-0110

嶋尻 豪
ごう

ちゃん（男の子）
９月生まれ・3,658㌘
母：亜矢子さん　父：吉洋さん

（網野町網野）

（峰山町二箇）（峰山町吉原）

松田 紗
さ

奈
な

ちゃん（女の子）
８月生まれ・3,034㌘
母：良子さん　父：国男さん
（大宮町善王寺）

　

能
面
は
、
能
楽
や
一
部
の
神

楽
で
用
い
ら
れ
る
仮
面
で
、
鬼

神
・
老
人
・
男
性
・
女
性
・
霊

の
５
種
類
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

特
に
鬼
神
面
の
一
つ
で
あ
る

「
般は
ん

若に
ゃ

」や「
真し

ん
蛇じ

ゃ
」は
有
名
で
す
。

女
面
、
男
面
は
い
ず
れ
も
白
塗

り
の
厚
化
粧
に
引ひ

き

眉ま
ゆ

で
、
お
歯

黒
を
付
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
能
が
成
立
し
た
時
代
の
習
慣

を
残
し
た
も
の
で
す
。

　

製
作
の
際
は
、
ま
ず
長
方
形

の
ヒ
ノ
キ
の
木
に
下
書
き
し
、

ノ
ミ
や
彫
刻
刀
な
ど
を
使
っ
て

彫
り
進
め
ま
す
。
彫
り
の
作
業

が
終
わ
る
と
彩
色
へ
。
昔
な
が

ら
の
胡ご

粉ふ
ん

（
カ
キ
の
殻
を
砕
き
、

粉
末
状
に
し
た
も
の
）
を
ニ
カ

ワ
水
で
溶
か
し
て
３
回
ほ
ど
塗

り
、
白
い
下
地
を
作
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な

顔
料
な
ど
を
使
い
、
長
年
使
い

込
ん
だ
よ
う
な
古
い
色
を
出
し

て
い
き
ま
す
。

　

彫
り
は
、
10
年
ほ
ど
経
験
を

積
め
ば
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
が
、
人
間
の
深
層
心
理
や
気

品
を
表
現
す
る
彩
色
は
一
生
も

の
。
能
楽
師
が
審
査
員
を
務
め

る
作
品
展
に
出
品
し
、
実
際
に

舞
台
で
使
用
す
る
役
者
に
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
日
々
精

進
し
て
い
ま
す
。

　

幼
少
の
頃
、
地
元
の
秋
祭
り

で
三さ

ん

番ば

叟そ
う

を
見
て
感
激
し
、
能

楽
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
私
は
、

27
年
前
、
地
元
の
能
面
教
室
に

通
い
始
め
ま
し
た
。
平
成
16
年

か
ら
は
、
京
都
市
の
能
面
師
、

中
村
光
江
氏
に
師
事
。
舞
台
上

で
、
能
楽
師
の
動
き
に
合
わ
せ

て
表
情
を
変
え
、
人
に
感
動
を

与
え
る
能
面
に
魅
せ
ら
れ
、“
展

示
品
で
は
な
く
使
っ
て
も
ら
え

る
能
面
を
”
と
、
今
ま
で
数
百

の
面
を
打
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
自
宅
で
教
室
を
開

き
、
能
面
作
り
の
魅
力
を
伝
え

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
☎
64

－

２
４
３
０
）。
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久美浜一区を“花いっぱい”に
住民がトウテイランなど1200株を移植

　久美浜一区で９月 14 日、地域住民により、
トウテイラン 800 株と日

に ち

々
に ち

草
そ う

400 株の移植作
業が行われました。
　「海の京都」と市が進める「花いっぱい運動」
のひとつで、久美浜一区の駅前通りや商店街に
プランターを設置してまちを彩り、住民や観光
客に楽しんでもらう計画。トウテイランの苗は、
久美浜高校生産科学系列の生徒が今年 6 月に挿
し木し、約 100 日間、水やりなどをして育てた
ものです。
　この日は、取り組みの趣旨に賛同した久美浜
一区区長会のほか、一区自治振興会、NPO 法
人「わくわくする久美浜をつくる会」のメンバー
など約 60 人が参加。環境省自然公園指導員の
後藤久和さん（久美浜町）から指導を受けなが
ら 400 個のプランターに移植した後、それぞれ
の区の沿道に設置しました。

１

２ ３

４ ５

1トウテイランと日々草が移植されたプランター　2ト
ウテイランの苗作り作業を行う久美浜高校の生徒たち
3移植作業に精を出す参加者たち　4沿道に設置され
たプランターに水やりする住民　5作業を終え、一息
つく参加者たち

　9月23日、カナダのストーンハンマージオパークで
開催された第６回ジオパーク国際ユネスコ会議で、山陰
海岸ジオパークが世界ジオパークの再認定を受けました
（広報きょうたんご9月号掲載「世界ジオパーク再認定
審査」の審査結果）。
　また、今回エリア拡大として、鳥取市白兎海岸以西の
約10㌔のエリアが新たに認められました。
　市では、当日午前11時から、山陰海岸ジオパーク京
丹後市情報センター（道の駅てんきてんき丹後内）で祝
賀セレモニーを開催し、この間ジオパークの推進におい

て、特に献身的にご尽力いただいた関係者約50人の皆
さんと共に、再認定の結果を喜びました。
　この山陰海岸ジオパーク世界再認定を弾みに、引き続
き、関係者や市民一体となって、ジオパークを活用した
まちづくりを推進していきます。

（観光振興課）

祝！山陰海岸ジオパーク
世界再認定

◀
再
認
定
を
祝
う
関
係
者
た
ち

　

八は
ち

幡ま
ん

神
社
は
、
久
美
浜
町

鹿か

野の

に
所
在
し
ま
す
。
集
落
か

ら
は
少
し
離
れ
た
高
台
に
位

置
し
て
お
り
、
品ほ

ん
だ
わ
け
の
み
こ
と

陀
和
気
命

を
祀
っ
て
い
ま
す
。

　

鹿
野
地
区
は
、
鎌
倉
時

代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て

鹿
野
荘
と
呼
ば
れ
た
地
域
で

し
た
。
鹿
野
荘
は
、
文ぶ

ん

治じ

４

（
１
１
８
８
）
年
に
、
後
白
河

法
皇
が
石
清
水
八
幡
宮
（
八

幡
市
）
へ
寄
進
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背

景
か
ら
、
八
幡
神
社
は
、
石

清
水
八
幡
宮
か
ら
勧か

ん

請じ
ょ
う

さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
境

内
に
は
、応
永
24
（
１
４
１
７
）

年
の
銘
が
あ
る
石
燈
籠
（
市

指
定
文
化
財
）
が
あ
り
ま
す
。

　

八
幡
神
社
の
本
殿
は
、
三さ

ん

間げ
ん

社し
ゃ

流な
が
れ

造づ
く
り

と
い
う
型
式
の
も

の
で
、
桁け

た

行ゆ
き

４・５
㍍
、
梁は

り

間ま

３
㍍
を
測
る
大
き
な
も
の
で

す
。
現
在
は
、
本
殿
の
ま
わ

り
に
覆お

お
い

屋や

が
造
ら
れ
、
建
物

を
保
護
し
て
い
ま
す
。
天て

ん

保ぽ
う

２
（
１
８
３
１
）
年
５
月
の

再
建
棟
札
が
あ
る
こ
と
や
神

社
の
記
録
か
ら
、
現
在
の
本

殿
は
天
保
２
年
に
建
て
ら
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
後
期
に
造
ら

れ
、
現
在
ま
で
残
る
数
少
な

い
三
間
社
流
造
の
神
社
建
築

で
あ
る
点
が
評
価
さ
れ
、
平

成
３
年
７
月
15
日
付
で
久
美

浜
町
指
定
文
化
財
（
建
造
物
）

に
指
定
さ
れ
、
平
成
16
年
の

京
丹
後
市
発
足
に
伴
い
京
丹

後
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て

い
ま
す
。

（
文
化
財
保
護
課
）

京
丹
後
市
の
文
化
財 
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八
幡
神
社
本
殿

数少ない江戸時代後期の三間社流造の神社建築
▲八幡神社本殿

八幡神社
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本
年
２
月
の
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
昨
年
一
年
間
に
お

け
る
本
市
地
域
で
の
「
刑
法

犯
罪
発
生
率
」
が
京
都
府
下

の
警
察
署
単
位
で
は
一
番
少

な
く
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
交

通
事
故
発
生
件
数
も
府
下
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
で
少
な
く
な
っ
た

こ
と
を
受
け
、
こ
れ
を
弾
み
に
、（
数
字
に
注

目
し
た
点
で
す
が
）
こ
の
誇
ら
し
い
状
況
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
、“
市
民
ひ
と
り

ひ
と
り
が
互
い
に
尊
重
し
合
い
、
思
い
や
り
と

感
謝
の
気
持
ち
を
培
い
、
防
犯
意
識
と
交
通

安
全
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
努
め
、
日

本
で
第
一
級
の
安
全
で
安
心
を
感
じ
ら
れ
る
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
”
た
め
、
京
丹
後

警
察
署
、
京
都
府
、
多
く

の
市
内
防
犯
・
交
通
安
全

関
係
団
体
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
、“
み
ん
な
で
し
ょ

う
き
ゃ
ー 

京
丹
後
”
日
本
一
“
安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り
”
を
合
言
葉
に
「
京
丹
後
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
年
前
半
は
窃
盗
犯
の
増
加
が
み
と
め
ら

れ
る
状
況
と
伺
い
ま
す
が
、
こ
の
秋
も
、
９

月
19
日
か
ら
10
月
20
日
ま
で
の
約
１
ヶ
月
間
、

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
啓
発
、

士
気
高
揚
等
を
重
点
的
に
行
う
な
ど
、
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り
の
一
層
の
実
現
に
向
け
警

察
署
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
関
係
機
関
、

市
民
を
あ
げ
て
防
犯
、
交
通
安
全
な
ど
の
徹

底
を
し
て
い
ま
す
。

　
先
般
は
、
本
年
12
月
の
米
軍
経
ヶ
岬
通
信

所
の
開
設
に
向
け
、
新
た
に
着
任
さ
れ
た
オ

ル
ブ
ラ
イ
ト
司
令
官
は
じ
め
約
90
名
の
米
軍
・

軍
属
の
皆
さ
ん
が
、
本
市
市
内
で
の
居
住
を

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
９
月
24
日
に
は
、
米
軍
、

防
衛
省
、
京
都
府
・
府
警
、
市
役
所
、
市
内

関
係
機
関
・
地
元
代
表
の
住
民
の
皆
さ
ん
と
、

様
々
な
安
全
・
安
心
対
策
を
共
有
し
て
推
進

し
て
い
く
た
め
の
連
絡
会
議
を
初
め
て
開
催

し
、
各
種
取
り
組
み
報
告
、
情
報
交
換
等
を

行
う
と
と
も
に
、
上
述
の
「
京
丹
後
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」
に
よ
る
全
市
的
な

運
動
に
、
ぜ
ひ
新
た
に
住
人
と
な
ら
れ
た
米

軍
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
も
主
体
的
、
積
極
的

に
参
加
い
た
だ
き
力
を
合
わ
せ
て
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
ま
す
ま
す
発
展
さ
せ
て

い
こ
う
と
要
請
し
ま
し
た
。
早
速
、30
日
に
は
、

京
丹
後
警
察
署
の
お
力
添
え
に
よ
り
、
司
令

官
は
じ
め
米
軍
関
係
者
も
一
緒
に
な
っ
て
市
内

関
係
団
体
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
防
犯
・
交
通

安
全
の
街
頭
啓
発
活
動
を
実
施
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
や
様
々

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
地
域
活
動
を
住
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
し
て
い
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
“
尊
敬
さ
れ
る
隣

人
”
に
な
り
た
い
。」
と
、
こ
と
あ
る
ご
と
に

オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
司
令
官
は
話
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
基
地
の
開
設
自
体
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

中
に
は
賛
否
含
め
て
様
々
な
思
い
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
と
は
別
に
、
ま
た
、

そ
の
前
に
、
基
地
で
働
く
米
軍
関
係
者
の
皆

さ
ん
は
、
同
じ
京
丹
後
に
居
住
す
る
生
活
者

と
し
て
の
仲
間
、
隣
人
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は

厳
然
と
し
た
事
実
で
あ
り
ま
す
。
同
じ
地
域

に
住
む
生
活
者
同
士
の
仲
間
、
よ
き
隣
人
と

し
て
、
不
安
な
く
、
互
い

に
快
適
に
、
喜
ん
で
住
ん

で
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

市
内
・
地
域
行
事
等
へ
の

ご
案
内
は
じ
め
行
政
と
し

て
も
真
摯
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
住
民
の
安
全
・
安
心

の
た
め
の
取
り
組
み
へ
の
要
請
、
こ
れ
は
も
ち

ろ
ん
確
実
に
実
現
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
す

が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
生
活
者
の
仲
間
と
し
て
不

要
な
垣
根
は
つ
く
ら
な
い
こ
と
は
も
と
よ
り
、

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
へ
の
積
極
的
な
御

参
加
の
環
境
整
備
に
も
努
め
て
い
く
。
そ
の
こ

と
が
真
の
安
全
・
安
心
の
土
壌
を
つ
く
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。
安
全
・
安
心
の
確
保
は
大

前
提
。
そ
の
た
め
に
も
、
新
た
な
住
人
の
皆

さ
ん
と
フ
レ
ン
ド
リ
ー
か
つ
適
切
に
力
を
合
わ

せ
て
、
京
丹
後
全
体
が
ま
す
ま
す
住
み
よ
い
、

日
本
で
第
一
級
の
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
育
ん
で
い
き
た
い
。

 

京
丹
後
市
長　
中
山　
泰

み
ん
な
で
し
ょ
う
き
ゃ
～

　
京
丹
後“
日
本
一
”安
全・安
心
ま
ち
づ
く
り
！

▲オルブライト司令官（左）に本市の「安
全・安心まちづくり」の取り組みについて
参加を要請する中山市長



11月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 12/1 2 3 4 5 6今月のおすすめ

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

■ クラスメイツ 前期・後期

　中
ちゅうがく

学に入
はい

り、クラスメイトとなった 24 人
にん

。24
人
にん

ひとりひとりの日
にちじょう

常に起
お

こる、さまざまな出
で

来
き

事
ごと

。嬉
うれ

しかったり、不
ふ

安
あん

になったり、どきどきし
たり…。そんな、中

ちゅうがく

学 1年
ねん

生
せい

の 1年
ねん

間
かん

を描
えが

いてい
ます。

森 絵都／著　偕成社

  子どもの頃、動物図
鑑のトラの姿に胸躍ら
せた著者が、野生のト
ラに導かれるようにイン
ドに向かいます。トラ
に魅せられ、トラを追
い求める。野生のトラ
の息づかいが聞こえて
きそうです。

■ 野生のトラに呼ばれて
堀 明／著　牧野出版

キャラバンカーの絵本を手に取っ
て楽しむ子どもたち

（築地書館） （土屋書店）

バ
ウ
ロ
ン
を
演
奏
す
る
レ
ズ
リ
ー
・
デ
二
ス

ト
ン
さ
ん
（
右
）
と
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
フ
ル

ー
ト
を
演
奏
す
る 

き
し
も
と
・
タ
ロ
ー
さ
ん

■ 宮川　優（みやがわ ゆう）
京丹後コミュ二ティ放送・局長。FM たん
ごメインパーソナリティー。朝の情報番組

「たんご・モーニング・サンド！」（7：００～８：
58）を担当。年間を通してイベント MC
や各ナレーションにも多数出演

　食欲の秋真っ盛り！私宮川優も丹後
の秋の味覚をいただき、それを活力に
毎朝「たんごモーニングサンド！」をお
届けしています。番組では、丹後の情
報と共に季節に合ったさわやかな音楽
も流しているので最近は「秋らしい曲を
～♪」と思い探しているんですが、う～
ん、なぜか秋の曲って切ない曲が多い
んですよね。なので選曲に苦労するこ
ともしばしば…。
　なぜ秋って切ないの？「人肌が恋し
い季節だから」とか「落葉＝別れ」と
いうイメージがあるからかもしれませ
んね。であれば、恋人がいれば切なく
ない！だからでしょうか、実はこの季節
「婚活パーティー」が目白押しなんです。
私も 9・10月の 2カ月で 3つのパー
ティーに携わり（決して参加ではありま
せん（笑））、計17組のカップル成立に
立ち会うことができました♥

　クライマックスの告白タイムでは、男
性からの告白に対して「好き」「嫌い」
ではなく、「友だちからお願いします」
と快く返事をされた女性が多かったで
すね。婚活で「友だちから…」って一
見中途半端な気がしますが、これが大
事なんです！参加者の皆さんは異性と
のいい出会いを、またはお話する機会
を求めて参加されていることかと思いま
すので、いいお付き合いに向けての第1
歩としてはお友だちからで十分です。
　そんな中、私が携わった3つの内1
つは、実はＦＭたんごが民間団体とコラ

ボして企画した初の婚活パーティー「マ
リッジ婚パ！！」。企画したものの、女
性の参加者を集めるのに苦労したり、
仲を深めるためにどんな内容や演出に
すればいいかずいぶん悩んだりしまし
た。でも当日、成立した8組のカップ
ルの姿を見ると「やってよかった～」と
いう達成感と感動に浸りました。
　カップルのその後は二人におまかせ
なので一切関与しませんが、風の便り
でめでたくご結婚という知らせが聞こえ
てくることを願って…「マリッジ婚パ第
2弾」を企画しま～す（*＾＾*）

たんご 遊優宮川優の 見聞録

はじまりは友だちから…♥

                       　　　　
京丹後市からのお知らせ　

　月～金　7：53 ～ 7：58、16：54 ～ 16：59

市政情報番組 FM たんご FM79.4㎒ Check

　1959 年生まれ網野町出身の堀 明さん。野生のトラ
に魅せられ、独学で写真を学び、写真家・作家に転身。
日本とインドを行き来し、ライフワークとしてトラの
撮影に取り組んでおられます。動物研究家でもあり、

『犬は「しつけ」で育てるな！』などイヌに関する著書
や、写真集『犬の詩』、『猫の空』を出版されています。
ぜひご覧ください。

網野町出身の著者　堀   明 さん

全国訪問おはなし隊が京丹後に
　たくさんの絵本を載せたキャラ
バンカー「全国訪問おはなし隊」
が、１０月１０日は峰山地域公民
館前、１１日は網野ら・ぽーと前に
やってきました。かわいく絵が描
かれたキャラバンカーを見て、子
どもたちは目を輝かせ、自由に読
むことができる車内の絵本を、何
冊も読んでいました。

　

京都府丹後文化会館　インフォメーション

11／22土

 京都府丹後文化会館　☎ 62-5200

 京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
 一般…前売り 1,200 円（当日 1,500 円）

　 高校生以下（３歳以上）…前売り・当日 800 円

前売券
発売中

丹後映画大好き劇場 No.42

それでも夜は明ける

 上映開始
① 10：00  ② 14：00  ③ 18：30

（上映時間 2 時間 14 分）

シニア（60 歳以上・要証明）…前売り・当日 1,000 円
友の会会員前売りのみ 1,000 円（2 枚まで）

《全席自由》

宝くじ助成で地区の備品を整備

奥大野区祭り屋台改修、
コミュニティ備品収納物置
設置

あきらめない。
12YEARS A SLAVE

　奥大野区（大宮町）において、宝
くじの助成金を活用して祭用備品と
コミュニティ備品を整備しました。
　この助成は、（財）自治総合セン
ターが行っているもので、宝くじを
使った社会貢献広報事業のひとつ。
地域社会の健全な発展と住民福祉
の向上を目的に、地域振興事業に対
して行っているものです。
　奥大野区では、「祭り屋台の改修」
と「コミュニティ備品収納物置設置」
を行いました。

（平成 26 年度助成決定地区：２地区）

主催／（公財）京都府丹後文化事業団

京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

　

市
国
際
交
流
協
会
は
、
音
楽
を
通
し

て
、
国
際
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
10

月
４
日
、
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
で
、
ケ

ル
ト
音
楽
の
演
奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
民
族
楽
器
“
バ
ウ
ロ

ン
”
奏
者
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
レ

ズ
リ
ー
・
デ
ニ
ス
ト
ン
さ
ん
と
、
ア
イ

リ
ッ
シ
ュ
・
フ
ル
ー
ト
奏
者
の
き
し
も

と
・
タ
ロ
ー
さ
ん
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ダ

ン
ス
曲
「
ポ
ル
カ
」
な
ど
、
計
11
曲
を
披

露
。
訪
れ
た
約
１
０
０
人
の
観
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「
ケ
ル
ト
文
化
圏
か

ら
生
ま
れ
た
音
楽
や
歌
は
、
私
の
心
に
も

ど
こ
か
懐
か
し
く
響
い
た
」
な
ど
と
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ケルトミュージックで観客魅了

nav i nav inav inav inav i nav inav i

　今月号の記事の中からクイズを出題します。全問正解者
の中から抽選で 5 人に図書カード 500 円分をプレゼント！

◆応募方法
はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）
②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報
紙の感想やイラスト、取り上げてほしいテーマなど
をご記入の上、秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙
を参照）。なお、お寄せいただいた感想やイラストは
広報紙に掲載することがあります。※⑥の項目も忘
れずにご記入ください。

◆応募締切
11 月 14 日（金）当日消印有効。当選者の発表は
12月号のこのコーナーで。

◆10月号の答え
問１…ヒカリ　問２…大学院　問３…共生

◆10月号当選者
冨倉轍弥さん（峰山町）、藤本美有子さん（大宮町）、
岸田朋子さん（網野町）、廣野恭子さん（大宮町）、大
津山麻衣子さん（大宮町）
応募総数 23人、全員正解でした。ご応募ありがとうございま
した。

問１ 京丹後の礎を築いた「○人」の軌跡
問２ 三津地区秋祭りに「〝○神輿

〝

」登場
問３ 「○○○○○○」であなたもわたしも健康に

広報クイズ

35 2014.11 342014.11
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男　	28,208人	（－31）
女　	30,440人	（－37）
計	　58,648人	（－68）
世帯数	　22,671世帯	（±0）
10 月1日現在、カッコ内は前月比。

住民基本台帳（外国人含む）による。

人口・世帯数 ▼
五
穀
豊
穣
や
子
孫
繁
栄
な

ど
を
願
う
秋
祭
り
。
市
内
に

は
、
神
輿
や
太
刀
振
り
、
三
番
叟

な
ど
、
古
く
か
ら
続
く
さ
ま
ざ
ま

な
祭
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期

は
、
私
た
ち
広
報
マ
ン
も
各
地
の

秋
祭
り
に
足
を
運
ぶ
こ
と
が
恒
例

と
な
っ
て
い
ま
す
▼
今
回
は
、「
ぜ

ひ
、〝
女
神
輿
”
を
見
に
き
て
く

だ
さ
い
!!
」
と
の
声
を
い
た
だ
き
、

網
野
町
三
津
地
区
の
秋
祭
り
を
取

材
し
ま
し
た
。
色
鮮
や
か
な
法

被
に
足
袋
姿
で
、
元
気
に
神
輿
を

担
ぐ
女
性
た
ち
。
沿
道
の
歓
声
に

笑
顔
で
応
え
な
が
ら
区
内
を
練
り

歩
き
、
男
性
と
一
緒
に
な
っ
て
祭

り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
▼
多

く
の
地
域
で
、
少
子
高
齢
化
や
祭

り
へ
の
関
心
が
薄
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
り
、
参
加
者
不
足
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
今
日
。″
女
性
も●

主

役
と
な
る
祭
り
”
が
新
た
な
形
と

し
て
広
が
り
、
地
域
の
大
切
な
伝

統
行
事
が
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
／
光

発
行

／
京

丹
後

市
役

所
　

編
集

／
秘

書
広

報
広

聴
課

〒
627-8567  京

都
府

京
丹

後
市

峰
山

町
杉

谷
889
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心
ま
で
支
え
る

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
事
　

　

13
年
前
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
落
語
家
の
三
遊
亭
楽

太
郎
（
現
・
６
代
目
三
遊
亭
円
楽
）
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
始
め
た

植
野
佳
奈
さ
ん
。
そ
こ
か
ら
、
10
年
足
ら
ず
で
多

数
の
芸
能
人
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
芸
能
事
務
所

を
設
立
。
全
国
を
股
に
か
け
て
活
動
し
て
い
る
。

そ
ん
な
植
野
さ
ん
に
、芸
能
人
と
い
う
、い
わ
ば〝
生

き
る
商
品
”
を
扱
う
仕
事
の
面
白
さ
を
伺
っ
た
。

              

♦　
　
♦　
　
♦

　
三
遊
亭
円
楽
、
桂
歌
丸
、
桂
雀
々
…
と
日
本
を
代
表

す
る
著
名
人
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
植
野
さ
ん
。「
代

え
が
い
な
い
人
を
管
理
す
る
の
は
難
し
い
」
と
、
さ
ら

り
と
話
す
が
、そ
の
言
葉
か
ら
は
重
責
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
今
で
こ
そ
、
落
語
を
メ
ー
ン
と
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
生
業
と
し
て
い
る
が
、
も
と
も
と
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
も
落
語
に
も
興
味
は
な
か
っ
た
。

　

学
生
時
代
、
就
職
活
動
で
疲
れ
た
心
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
よ
う
と
落
語
を
聞
き
に
行
っ
た
の
が
そ
も
そ
も

の
き
っ
か
け
。
興
味
が
湧
き
、
古
典
落
語
を
調
べ
る
う

ち
に
、
故
・
三
遊
亭
圓
生
の
映
像
に
行
き
つ
い
た
。
圓

生
の
色
っ
ぽ
い
姿
、
仕
草
、
声
に
心
を
奪
わ
れ
た
。「
落

語
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
」
と
、
落
語
家
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
会
社
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
即
日
、
三
遊
亭

円
楽
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
ア
ル
バ
イ
ト
と
い
え
ど
、
い
き
な
り
有
名
人
の
マ

ネ
ジ
ャ
ー
を
任
さ
れ
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
」

と
植
野
さ
ん
。
始
め
の
う
ち
は
〝
一
緒
に
い
る
”
程
度

の
仕
事
し
か
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
が
、
落
語
界
や
和

の
文
化
に
居
心
地
の
良
さ
を
感
じ
、
円
楽
と
の
相
性
も

手
伝
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
落
語
界
に
足
を
踏
み
入
れ
て

い
っ
た
。
植
野
さ
ん
は
「
実
家
が
着
物
屋
で
和
装
文
化

に
は
慣
れ
て
い
る
の
で
、
落
語
家
が
近
し
く
感
じ
た
の

か
も
し
れ
な
い
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

　
ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
正
社
員
に
な
っ
て
８
年
間
勤
め
、

４
年
前
に
独
立
。「
当
時
、
楽
太
郎
の
６
代
目
三
遊
亭

円
楽
襲
名
の
全
国
興
行
が
あ
っ
た
。
そ
の
段
取
り
を
ほ

ぼ
一
人
で
こ
な
し
た
こ
と
で
自
信
が
つ
き
、
社
長
か
ら

の
提
案
も
あ
っ
て
独
立
を
決
め
た
」
と
い
う
。

　
植
野
さ
ん
は
「
私
た
ち
の
仕
事
の
大
部
分
は
、
誰
と

ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
か
で
決
ま

る
」
と
話
す
。
特
に
、
落
語
界
は
口
約
束
で
大
き
な
契

約
が
決
ま
る
こ
と
も
日
常
茶
飯
事
と
い
い
、「
信
頼
関

係
が
物
を
言
う
し
、
人
と
し
て
当
た
り
前
の
素
養
が
な

い
と
成
り
立
た
な
い
」
と
断
言
す
る
。
ま
た
、「
芸
能

人
と
言
っ
て
も
舞
台
裏
で
は
〝
た
だ
の
人
”。『
淋
し
い
』

『
う
れ
し
い
』『
悲
し
い
』
と
い
う
人
の
内
面
に
も
目
を

配
る
こ
と
が
大
切
。
心
か
ら
寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と
で
、

私
た
ち
と
の
関
係
が
よ
り
良
く
な
り
、
仕
事
の
成
功
に

つ
な
が
る
こ
と
も
多
い
」
と
語
る
。

　
短
期
間
で
起
業
し
、
成
功
を
遂
げ
た
植
野
さ
ん
。
そ

の
理
由
に
つ
い
て
、「
丹
後
は
、
都
会
に
比
べ
て
人
口

は
少
な
い
け
ど
、ご
近
所
さ
ん
は
多
い
。
声
を
掛
け
合
っ

て
子
ど
も
を
育
て
た
り
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ

ん
か
ら
人
格
形
成
の
核
と
な
る
〝
人
の
在
り
方
”
を
自

然
に
学
べ
た
り
す
る
。
私
の
今
が
あ
る
の
は
、
こ
の
環

境
で
育
つ
こ
と
が
で
き
た
か
ら
」
と
分
析
す
る
。

　
「
人
気
の
芸
能
人
で
も
、
子
ど
も
心
の
ま
ま
年
だ
け

と
っ
た
人
は
多
い
。
自
己
中
心
的
で
わ
が
ま
ま
。
だ
け

ど
、
そ
う
い
う
人
の
個
性
を
生
か
し
て
、
そ
の
人
最
大

の
売
り
を
発
揮
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
の
が
私
の
仕

事
で
あ
り
、
こ
の
仕
事
の
魅
力
」
と
語
気
を
強
め
る
。

　

事
業
が
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
る
今
で
も
、「
落
語
界

や
故
郷
へ
の
恩
返
し
は
も
ち
ろ
ん
だ
け
ど
、
ま
だ
ま
だ

夢
を
追
う
途
中
」
と
言
い
切
る
植
野
さ
ん
。
大
都
会
の

真
ん
中
で
、
植
野
さ
ん
の
挑
戦
は
ま
だ
ま
だ
続
く
―

「
丹
後
に
い
た
と
き
は
当
た
り
前
だ
っ
た
自
然

環
境
や
食
も
、
外
に
出
て
み
る
と
本
当
に
素

晴
ら
し
い
も
の
だ
と
分
か
る
」
と
話
す
植
野
さ

ん
（
弥
栄
町
和
田
野
の
実
家
で
撮
影
）

植
う え

野
の

  佳
か

奈
な

さん（34）　　　　　 
弥栄町和田野出身

芸能事務所経営者

☎
0772-69-0110

℻
0772-69-0901

HP http://w
w

w
.city.kyotango.lg.jp

hishokoho@
city.kyotango.lg.jp

若さあふれるひと・地域のよさを発見してくれる人・ひとつのことに夢中に打ち込むヒト

若者・よそ者・ばか者がまちをかえる

クマに注意!!  目撃情報が寄せられています


